
、
は
じ
め
に
ｌ
横
浜
港
は
繊
浜
市
の
顔
で
あ
る
．
横
浜
発
腱
の
歴
史
は
す

な
わ
ち
港
の
発
展
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ひ
と
く
ち
に
港
（
ミ
ナ

ト
）
と
言
っ
て
も
、
港
は
広
域
に
わ
た
り
、
そ
の
巨
大
さ
は
、
簡
単
に
説
明

し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
港
を
理
解
す
る
た
め
に
は
制
度
、
各
種
業
界
、

関
係
官
庁
、
従
業
者
、
施
設
、
船
舶
、
貿
易
実
態
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
説

明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
敢
て
付
章
と
し
た
の
は
、
中
区
に

は
、
横
浜
港
の
重
要
な
ふ
頭
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
関
内
地
区
を
は
じ
め
、

区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
は
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
、
港
か
ら
の
影
響
を
受

け
続
け
た
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

地
区
編
の
な
か
の
こ
の
章
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
一
変
遷
概
要
と
諸
施

設
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
。

ｏ
変
遷
の
時
期
ｌ
変
遷
の
時
期
は
こ
こ
で
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分

け
る
こ
と
に
す
る
。

よ
う
ら
人
曾

１
揺
藍
期
（
安
政
六
年
Ｉ
明
治
一
一
十
一
一
年
）

２
築
港
期
（
明
治
二
十
三
Ｉ
大
正
十
一
一
年
）

３
拡
充
期
（
大
正
十
三
年
Ｉ
昭
和
十
二
年
）

第
一
節
－
０
変
遷
概
要

●
地
区
編
●
付
章
Ｉ
横
浜
港

付
章
・
横
浜
港

こ
の
た
め
開
港
の
時
に
は
じ
め
て
造
ら
れ
た
東
、
西
二
つ
の
波
止
場
は
、

合
わ
せ
て
西
波
止
場
と
い
わ
れ
、
或
い
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
う
し
ろ
の
方

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
イ
ギ
リ
ス
波
止
場
と
も
呼
ば
れ
、
内
国
貿
易
用
の
波
止

場
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
波
止
場
は
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
が
拡
充

さ
れ
る
に
従
い
、
ア
メ
リ
カ
用
の
波
止
場
と
い
う
印
象
か
ら
メ
リ
ケ
ン
波
止

場
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
は
戦
後
進
駐
軍
の

接
収
時
に
は
サ
ウ
ス
・
ピ
ァ
ー
と
呼
ば
れ
た
。
明
治
初
期
ま
で
の
波
止
場
は

生
糸
。
茶
な
ど
を
海
外
に
輸
出
し
、
外
貨
を
獲
得
す
る
た
め
の
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
施
設
た
る
や
前
時
代
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

波
止
場
改
善
の
動
き
は
明
治
十
年
代
か
ら
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
二
年
へ

た
つ

４
停
滞
期
（
昭
和
十
三
年
’
二
十
六
年
）

５
拡
大
期
（
昭
和
二
十
七
年
ｌ
現
在
）

０
１
揺
蟹
期
ｌ
横
浜
の
港
で
初
め
て
山
来
た
施
設
は
、
安
政
六
年
開
港

の
、
六
月
に
完
成
し
た
一
一
カ
所
の
ふ
頭
で
あ
っ
た
。
長
さ
一
○
八
メ
ー
ト
ル

の
石
積
で
、
東
側
が
外
国
人
輸
出
入
貨
物
揚
場
（
東
波
止
場
）
で
西
側
が
内

国
商
家
貨
物
揚
場
（
西
波
止
場
）
と
さ
れ
た
。
い
ま
の
東
西
上
屋
が
あ
る
あ

元
治
元
年
（
’
八
六
四
）
一
月
、
い
ま
の
山
下
公
園
の
中
央
部
（
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
の
真
向
い
付
近
）
あ
た
り
に
も
波
止
場
が
造
ら
れ
、
こ
れ
が
あ
ら

た
に
東
波
止
場
と
称
さ
れ
外
国
貿
易
用
ふ
頭
と
な
っ
た
。
こ
の
波
止
場
は
フ

ラ
ン
ス
商
館
前
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
別
名
フ
ラ
ン
ス
波
止
場
と
も
い
わ
れ

た
り
で
あ
る
。

元
治
元
年

○
ｍ
。
樟
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団
硅
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丹
一
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復興後の大ざん橋ふ頭

ン
リ
ー
・
・
ハ
ー
マ
ー
の
設
計
に
よ
っ
て
防
波
堤
・
桟
橋
・
連
絡
鉄
道
を
築
造

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
期
築
港
工
事
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

ｏ
２
築
港
期
’
第
一
期
工
事
の
う
ち
、
七
三
ｏ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
桟
橋
が

明
治
二
十
七
年
一
一
一
月
に
は
完
成
、
北
及
び
東
防
波
堤
な
ど
が
二
十
九
年
五
月

に
完
成
し
た
。
次
い
で
、
第
二
期
築
港
工
事
い
わ
ゆ
る
「
税
関
埠
頭
」
（
現

在
の
新
港
ふ
頭
）
が
一
一
一
十
三
年
一
月
に
着
工
さ
れ
四
十
四
年
三
月
に
は
、
海

面
埋
立
工
事
が
完
工
、
面
積
二
一
一
一
へ
ク
タ
ー
ル
が
埋
立
て
ら
れ
、
翌
三
十
九

年
に
は
陸
上
設
備
が
着
工
さ
れ
、
大
正
六
年
に
は
竣
工
し
た
。

こ
の
間
、
明
治
四
十
年
に
は
横
浜
港
は
神
戸
港
な
ど
と
共
に
第
一
種
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
た
。

大
正
六
年
（
’
九
一
七
）
に
は
大
桟
橋
の
改
修
簗
が
竣
工
、
十
年
に
は
横

浜
港
第
三
期
拡
張
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。
そ
の
工
事
は
外
国
貿
易
設
備
と
し

て
の
瑞
穂
ふ
頭
、
内
国
貿
易
設
備
と
し
て
の
山
内
ふ
頭
・
高
島
ふ
頭
の
新
設

で
、
ほ
か
に
防
波
堤
の
新
設
な
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
で
港
内
の
施
設
は
全
滅
し
て
第

三
期
拡
張
工
事
は
中
断
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

は
し
け

こ
の
時
期
、
沖
谷
口
か
ら
の
艀
輸
送
に
よ
る
従
来
の
方
法
を
一
変
さ
せ
て
、

岸
壁
に
船
舶
が
接
岸
し
て
荷
役
が
で
き
る
近
代
的
な
ふ
頭
が
築
造
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
近
代
ふ
頭
築
港
の
時
期
で
あ
っ
た
。

ｃ
３
拡
充
期
ｌ
震
災
に
よ
る
復
旧
工
事
は
震
災
の
翌
月
に
、
早
く
も
着

手
さ
れ
て
、
十
四
年
九
月
、
復
旧
工
事
が
竣
工
し
た
。
防
波
堤
・
岸
壁
。
護

岸
、
そ
し
て
大
桟
橋
の
復
旧
、
さ
ら
に
上
屋
・
倉
庫
・
税
関
庁
舎
な
ど
の
工

。
⑭
。
や

税関小態
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く市川俊一氏提供＞

事
で
約
「
四
八
四
万
円
が
投
じ
ら
れ
た
。

ま
た
震
災
で
中
断
し
て
い
た
第
三
期
拡
張
工
事
も
再
開
さ
れ
、
港
湾
施
設

拡
充
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
に
入
っ
て
四
年
七
月
、
第
三
期
拡
張
工

事
の
う
ち
の
高
島
ふ
頭
一
号
桟
橋
が
、
さ
ら
に
七
年
に
は
山
内
ふ
頭
、
八
年

に
は
高
島
ふ
頭
二
号
桟
橋
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
。

九
年
三
月
に
は
青
銅
の
ド
ー
ム
で
特
徴
の
あ
る
横
浜
税
関
本
館
が
完
成
、

十
二
年
に
は
、
こ
れ
ま
た
拡
張
工
事
の
一
つ
、
外
防
波
堤
の
北
堤
一
、
二
七

三
メ
ー
ト
ル
、
南
堤
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
が
八
三
二
万
円
を
要
し
て
そ
れ

ぞ
れ
造
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
昭
和
九
年
の
四
月
に
は
、

当
時
世
界
最
大
の
豪
華
客
船
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
プ
リ
テ
ン
号
が
入
港
、

市
民
の
熱
烈
な
歓
迎
を
う
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

、
４
停
滞
期
ｌ
し
か
し
、
昭
和
十
二
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
輪
震
る

と
、
港
湾
施
設
も
戦
争
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。
第
三
期
拡
張
工
事
で
着
工

さ
れ
未
完
成
の
ま
ま
の
瑞
穂
ふ
頭
（
神
奈
川
区
）
が
十
四
年
五
月
に
陸
軍
に

よ
っ
て
全
面
収
用
と
な
っ
た
。
折
も
折
十
六
年
五
月
、
横
浜
港
は
、
市
あ
げ

て
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
港
開
港
に
と
も
な
っ
て
京
浜
港
に
吸
収

・
合
併
さ
せ
ら
れ
名
称
も
京
浜
港
横
浜
港
区
と
な
っ
た
。

十
七
年
二
月
、
新
港
ふ
頭
の
七
’
二
号
の
岸
壁
が
海
軍
に
よ
っ
て
供
用

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
十
一
月
、
八
号
岸
壁
に
け
い
留
中
の
同
盟

国
ド
イ
ツ
仮
装
巡
洋
艦
、
補
給
船
、
輸
送
船
各
一
隻
の
う
ち
補
給
船
が
突
如

爆
発
、
こ
の
三
隻
の
ほ
か
付
近
に
け
い
留
中
の
貨
物
船
一
隻
、
艀
三
○
隻
、

。
⑭
○
Ｊ



そ
し
て
上
屋
を
破
壊
災
上
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。

十
八
年
十
一
月
、
横
浜
税
関
は
関
東
海
運
局
に
統
合
さ
れ
、
業
務
は
中
断

（
二
十
一
年
六
月
ま
で
）
し
た
。
ま
た
陸
・
海
軍
の
輸
送
司
令
部
が
ふ
頭
を

統
轆
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
上
屋
は
南
方
や
満
州
方
面
へ
の
補
給
基
地

と
な
っ
た
。

戦
時
下
、
そ
れ
で
も
第
三
期
拡
張
工
事
と
し
て
瑞
穂
ふ
頭
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
て
一
一
十
年
三
月
に
竣
工
し
た
。

、
戦
後
’
二
十
年
八
月
終
戦
、
九
月
に
は
米
軍
に
よ
っ
て
港
湾
施
設
も
接

収
さ
れ
た
。
接
収
は
、
公
有
水
面
の
ほ
か
大
桟
橋
・
新
港
・
高
島
の
各
ふ
頭
、

そ
れ
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
瑞
穂
ふ
頭
、
上
屋
、
倉
庫
な
ど
九
○
・
〈
－
セ
ン

ト
に
及
び
、
米
軍
第
二
港
湾
司
令
部
（
セ
カ
ン
ド
・
メ
ジ
ャ
ー
・
ポ
ー
ト
）
が

支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
港
湾
機
能
は
完
全
に
ま
ひ
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
上
、
港
内
・
運
河
の
掃
海
、
沈
船
の
引
揚
げ
な
ど
、
戦
争
に
よ
る
被

害
と
そ
の
復
旧
は
、
港
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
掃
海
面
積
は
約
四
三
万
平

方
メ
ー
ト
ル
、
沈
船
引
揚
げ
は
六
○
○
隻
（
二
十
四
年
迄
）
に
及
ん
だ
。

二
十
一
年
六
月
、
こ
れ
ま
で
休
止
状
態
の
横
浜
税
関
は
再
開
さ
れ
港
湾
機

能
の
一
部
復
旧
を
み
た
も
の
の
、
一
方
で
は
第
三
期
拡
張
工
事
は
中
止
さ
れ

た
。
岸
壁
で
は
米
軍
軍
需
物
資
が
続
々
と
陸
揚
げ
さ
れ
、
日
本
人
労
務
者
が

米
軍
兵
士
の
監
視
の
も
と
に
働
い
た
。
そ
し
て
そ
の
岸
壁
か
ら
は
、
米
軍
の

食
糧
放
出
の
見
返
り
物
資
と
し
て
、
生
糸
三
○
○
ト
ン
が
積
み
出
さ
れ
た
。

ｏ
一
一
部
の
解
除
’
二
十
二
年
六
月
に
は
高
鳧
ふ
頭
の
一
’
二
号
桟
橋
と
上

屋
が
接
収
解
除
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
は
使
え
ず
内
・
外
防
波
堤
、
倉
庫
（
五
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接収された港 中央のF1線内が新港ふ頭，右上が瑞穂ふ頭

接
収
で
岸
壁
が
使
え
ず
、
は
し
け
で
乗
船
す

る
。
船
廿
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。
〈
昭
和
二
十
年
代
〉
〈
奥

野
太
郎
氏
提
供
〉

米
爾
軍
需
物
資
の
陸
揚
げ
〈
小
宮
敬
治
氏
提

供
〉 囑
奪

一』■宙 。
⑭
○
つ



棟
）
作
業
船
（
一
一
一
隻
）
な
ど
の
復
旧
、
竣
喋
約
一
、
八
三
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、

そ
れ
に
護
岸
の
か
さ
上
げ
（
延
長
三
二
五
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
復
旧
・
補
修
工

事
を
早
急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

港
湾
機
能
は
停
滞
の
ま
ま
に
、
連
合
軍
総
司
令
部
は
横
浜
・
神
戸
両
港
の

施
設
運
営
を
政
府
に
移
管
。
二
十
五
年
五
月
に
は
港
湾
法
が
公
布
・
施
行
さ

れ
、
港
湾
管
理
権
が
横
浜
市
に
移
っ
た
。
十
月
に
は
横
浜
国
際
港
都
建
設
法

が
公
布
さ
れ
、
港
湾
機
能
の
回
復
の
曙
光
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
商
い
ふ
頭
以
外
の
ふ
頭
は
、
ま
だ
浮
標
（
ブ
イ
）
で
さ
え
接
収
さ
れ

て
い
た
の
で
、
代
替
施
設
と
し
て
急
拠
、
出
田
町
ふ
頭
を
建
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
市
は
乏
し
い
財
政
の
も
と
二
十
五
年
十
二
月
に
埋
立
エ
事

を
開
始
し
た
。

ｃ
５
拡
大
期
ｌ
港
湾
管
理
権
を
持
っ
た
横
浜
市
は
二
十
六
年
六
月
一

日
、
港
湾
笹
理
者
と
な
り
、
港
の
管
理
迦
営
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
八
月

に
は
横
浜
市
港
湾
局
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
浮
標
が
解
除
と
な

っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
山
内
ふ
頭
が
接
収
解
除
、
翌
二
十
七
年
、
二
月
に
は

大
桟
橋
、
新
港
ふ
頭
、
三
月
に
は
港
内
海
面
が
そ
れ
ぞ
れ
解
除
さ
れ
た
が
全

面
解
除
に
は
ほ
ど
遠
く
、
依
然
と
し
て
接
収
の
た
め
代
替
施
設
を
必
要
と
し

た
の
で
、
出
田
町
ふ
頭
と
同
じ
よ
う
に
高
島
ふ
頭
三
号
桟
橋
の
建
設
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
十
八
年
四
月
西
波
止
場
旅
具
検
査
所
、
十
一
月
横
浜
税
関
本
館
庁
舎
が

そ
れ
ぞ
れ
接
収
解
除
さ
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
日
米
安
全
保
障
条
約
に
よ

っ
て
瑞
穂
ふ
頭
の
無
期
限
使
用
が
決
定
し
た
の
で
、
ま
た
ま
た
そ
の
代
替
加

●
地
区
編
一
己
付
章
ｌ
横
浜
港

子已

‐
‐
●
●
●

●
●
‐
●
．
●

川
に
潅
湾
法
，
こ
し
『
」
醐
洗
・
》
一
簸
勤
：
〉
た
の
で
、
横
波
港
は
開
港
以
来
の
徹
躍
か
迩
成

ウ
●
●
●
ｂ
●
Ｃ
●
ｅ

ｆ
Ｌ
ｍ
瀦
宜
共
に
横
涜
市
民
の
讃
演
港
‐
と
し
て
灘
減
る
第
一
歩
み
》
難
み
伽
、
す
事
仁
な
つ

：
‐
‐
・
・
・
’
‐
。
．
●
■
●

鄙
（
た
》
の
で
あ
似
・
二
溌
錘
：
曽
捗
皆
壱
兆
四
一
蕊
遜
●
刀
し
て
我
等
の
港
が
横
涜
港
か
『
育
成
Ｌ
よ

。
？
で
は
あ
ｈ
ソ
日
や
←
せ
ん
か
Ｃ

難
に
櫛
涜
市
就
推
鵜
法
の
砿
唖
永
）
磯
に
，
市
民
行
位
②
御
後
援
に
報
ゅ
ら
鰹
の
来
る

《
一
弘
ハ
淵
二
日
の
鰯
港
仁
誕
念
卿
ぞ
卜
し
〈
》
（
鑑
大
な
ろ
「
潅
農
つ
り
」
を
悶
繊
す
思
事
に
な
り
設
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ゆ
の
●
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刊
ｈ
撤
て
安
政
大
牢
側
潅
以
濤
來
九
十
》
一
年
Ｍ
市
民
の
港
と
し
て
の
誕
生
日
を
心
鞁
幽
．
・
祇

二
惑
い
犬
Ｌ
よ
し
よ
う
○
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知
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し
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ご
エ
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・
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ニ
ラ
コ
ペ
勝
ェ
の
管
理
主
体
〉
査
定
而
圀
石
工
火
二
刀
豆
二
口
？
へ
Ｊ
ｆ
：
』
ロ
菰
戦
蕊
Ｆ

●
●
●
、

炉
港
湾
法
群
成
立
可
致
し
・
趣
威
し
龍
印
ｈ
Ｉ
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Ｉ
栽
潅
港
は
卿
港
似
率
罰
捲
と
し
だ
政
賑
か
管
理
し
て
『
○
た
の
で
ガ
リ
き
す
（
）
｝
而
か
巻
一
一
軍

港
の
設
備
費
脇
仏
鰯
徴
駅
と
ば
〉
伺
甑
均
質
鵬
泳
一
し
て
職
き
な
が
凰
繼
に
封
し
て
溌
矯
総
定

か
な
か
つ
・
た
の
（
‐
」
あ
り
ま
す
。
「

５
。
－

１
然
る
に
鯵
磁
綻
迩
令
虹
総
司
令
部
は
此
９
才
厭
遊
認
め
ら
れ
て
の
一
昨
年
七
月
港
滝
デ

ー
．
》
わ
⑭
。
。
◆
‐
‐
‐
寸
午
一
・
・
．
◆
‐
．
．
．

⑲管理権ぞ地方催移譲す必様に鶏示さいだめでありまが《洋氏エゴががへ」》（
ｒ
そ
こ
で
欄
混
一
か
静
は
總
珂
令
部
の
意
鋤
を
促
進
す
ら
た
め
一
、
昨
年
九
月
か
ら
管
浬

鱗
狸
撫
の
範
勧
か
』
起
し
、
十
月
に
は
市
民
大
吉
４
亦
徳
熱
韮
伸
一
妥
求
の
決
議
を
し
て

エ
澱
烈
変
活
動
を
慶
淵
？
｝
た
鯉
（
（
あ
り
一
単
一
丈
Ｐ
Ｘ
日
田
一
Ｊ
ご
Ｊ
ｉ
ｚ
二
ｒ
二
；
Ｉ
…
…
ｉ

－
Ｈ
鰄
蕊
雛
狂
鈩
凱
皿
蕊
喋
か
雛
紘
心
迩
鐵
叶
〉
上
じ
河
溌
逹
唱
今
蝋
揮
蝿
軽
風
蛾
菰
戚
一
｝
『
了

…
エ
ハ
月
四
日
は
参
総
院
議
貝
選
鵬
投
票
｛
Ⅱ
て
一
す
－
し

一
罰
｛
｝
一
万
》
〉
「
迩
溌
溌
鐸
諏
雛
誕
殻
江
蕊
》
卑
江
：
典
ハ
ゴ

イ

’
１

。
Ⅱ
勺
已

市民にくばられた港湾法成立のビラ

○
ｍ
。
『



設
と
し
て
山
下
ふ
頭
の
建
設
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
十
二
月
に
工
事

が
請
工
さ
れ
た
。

ｏ
代
替
・
復
旧
ｌ
ま
た
接
収
に
よ
る
代
替
施
鎧
の
建
役
に
追
わ
れ
、
二
十

八
年
一
月
に
は
六
万
二
、
七
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
？
岸
畦
延
長
二
七
○
メ
ー

ト
ル
の
出
田
町
ふ
頭
、
二
十
九
年
三
月
に
は
延
長
一
九
○
メ
ー
ト
ル
の
一
両
島

ふ
頭
三
号
桟
橋
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
。
そ
し
て
新
港
ふ
頭
に
い
た
米
軍
が

瑞
穂
ふ
頭
に
移
転
す
る
の
に
と
も
な
い
、
接
収
の
瑞
穂
ふ
頭
の
槙
備
が
そ
の

六
月
に
始
っ
た
。

一
一
一
十
年
八
月
、
新
港
ふ
頭
の
三
つ
の
岸
壁
が
接
収
解
除
と
な
っ
た
。
九
月

に
は
山
下
ふ
頭
の
一
期
工
事
（
一
万
五
、
○
○
○
ト
ン
級
一
バ
ー
ろ
が
竣

‐汐4ブ

●
地
区
鯛
●
付
章
Ｉ
横
浜
港

召和26年７月若」;b几ニューヨーク定期航路再開

く神奈jlI新聞社提供〉

エ
、
三
十
一
年
瑞
穂
ふ
頭
の
整
備
が
終
っ
た
。

ｃ
エ
業
用
地
確
保
へ
ｌ
一
方
こ
の
三
十
一
年
四
月
、
根
岸
湾
海
面
埋
立
事

業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
根
岸
方
面
の
工
業
用
地
埋
立
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
横
浜
港
湾
施
設
計
画
が
港
湾
審
議
会
第
二
回
計
画
部
会
で
決
定

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
山
下
ふ
頭
を
拡
張
し
、
い
ま
ま
で
の
マ
ハ
ー
ス
を
含

め
て
八
パ
ー
ス
と
す
る
こ
と
。
大
黒
町
二
一
万
三
、
四
九
○
坪
、
鶴
見
川
左

岸
四
万
六
、
三
一
○
坪
を
埋
立
造
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
解
除
つ
づ
く
Ｉ
こ
う
し
た
と
き
、
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ア
と
呼
繼
れ
接
収
中

の
新
港
ふ
頭
が
、
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
二
号
’
六
号
、
九
号
’
一
二
号

の
岸
壁
と
上
屋
、
十
一
月
に
は
五
○
ト
ン
の
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
ク
レ
ー
ン
が

接
収
解
除
さ
れ
、
国
費
に
よ
っ
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
。

新
港
ふ
頭
は
つ
づ
い
て
翌
三
十
二
年
二
月
に
八
号
岸
壁
と
上
屋
が
、
接
収

解
除
さ
れ
、
よ
う
や
く
機
能
回
復
の
見
通
し
が
つ
い
た
。
ま
た
八
月
に
は
北

ア
メ
リ
カ
西
岸
に
向
け
て
戦
後
は
じ
め
て
氷
川
丸
が
出
航
し
た
。
一
方
こ
の

年
の
二
月
市
に
埋
立
事
業
局
が
設
置
（
四
十
六
年
廃
局
）
さ
れ
、
三
月
に
は

横
浜
港
湾
区
域
が
金
沢
区
小
柴
沖
ま
で
拡
張
さ
れ
る
な
ど
、
組
織
・
制
度
の

上
で
も
充
実
を
み
た
。

Ｏ
計
画
答
申
’
三
十
三
年
三
月
、
山
下
ふ
頭
の
第
二
期
工
事
（
二
万
ト
ン

級
「
ハ
ー
ス
）
が
竣
工
、
四
月
に
は
根
岸
臨
海
工
業
地
帯
造
成
の
件
が
、
港

湾
審
議
会
第
四
回
計
画
部
会
に
よ
っ
て
答
申
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
臨
海
工
業

の
用
地
と
し
て
大
規
模
な
埋
立
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
す

。
⑭
。
ま



で
に
第
九
市
根
岸
地
区
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ｅ
よ
う
や
く
解
除
ｌ
と
の
山
下
ふ
頭
は
引
き
つ
づ
き
三
十
四
年
も
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
Ｃ
そ
れ
に
二
月
に
は
根
岸
湾
の
埋
立
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。

ま
た
、
港
を
と
り
ま
く
施
設
の
一
つ
と
し
て
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
三

月
に
完
成
。
六
月
に
は
山
下
公
園
が
接
収
解
除
、
返
還
さ
れ
る
な
ど
、
ふ
頭

を
含
め
こ
の
地
域
の
発
展
が
み
ら
れ
た
。

三
十
五
年
七
月
に
は
新
港
ふ
頭
内
の
一
号
上
屋
、
煉
瓦
二
号
上
屋
の
一
部

が
解
除
さ
れ
、
よ
う
や
く
新
港
ふ
頭
か
ら
も
米
軍
の
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
。

Ｏ
本
牧
ふ
頭
計
画
１
１
一
一
一
十
六
年
一
月
、
地
上
灯
台
を
兼
ね
た
マ
リ
ン
タ
ワ

ー
が
述
識
さ
れ
衡
業
を
開
始
、
横
浜
港
に
一
段
と
光
彩
を
放
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
三
十
六
年
三
月
に
は
臘
浜
港
轄
備
一
○
カ
年
計
画
と
横
浜
港
拡
張

計
画
が
港
湾
審
議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
外
貿
商
港
ふ
頭
計
画

を
主
と
し
た
も
の
で
、
木
牧
地
先
の
海
面
を
埋
立
て
て
本
牧
ふ
頭
を
建
設
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
結
局
、
本
牧
の
埋
立
て
は
四
十
四
年
三
月
に
、
工
事

費
二
○
三
億
五
、
○
○
○
万
円
を
も
っ
て
竣
工
す
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
第
八
章
本
牧
地
区
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
六
月
に
は
、
港
湾
管
理
者
殿
立
一
○
周
年
記
念
式
が
開
港
記
念
会
館

で
腐
大
に
行
わ
れ
た
。

⑧
山
下
ふ
露
建
設
’
三
十
七
年
槻
派
港
域
が
金
沢
区
測
之
典
蝿
ま
で
勉

張
さ
れ
て
、
一
段
と
横
浜
港
が
広
く
な
っ
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
、
新
港
ふ

頭
の
一
文
字
地
区
（
大
岡
川
河
口
付
近
）
の
一
部
埋
立
と
い
っ
た
部
分
的
な

●
地
区
縄
●
付
章
ｌ
横
浜
港

昭和30年代の犬さん橋一両側にびっしりと船が接岸しているく田村泰治氏提供＞

●
■
＋

新
港
ふ
頭
を
空
か
ら
見
る
〈
田
村
泰
治
氏
提

供
〉

。
⑪
。
◎



港
湾
地
区
の
拡
張
が
行
わ
れ
た
が
、
三
十
九
年
一
一
一
月
、
大
々
的
に
山
下
ふ
頭

が
建
設
さ
れ
た
。
一
万
五
、
○
○
○
ト
ン
級
の
岸
壁
一
○
．
ハ
ー
ス
、
延
長

一
、
八
六
○
メ
ー
ト
ル
、
埋
立
面
積
四
六
万
九
、
二
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
事
費
約
九
五
億
円
で
あ
っ
た
。

●
う
ら
は
ら
に
ｌ
こ
の
年
の
九
几
旅
客
施
設
の
横
浜
港
脚
際
船
蒋
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
大
桟
橋
に
完
成
し
た
。
こ
こ
に
は
出
入
国
ホ
ー
ル
、
旅
具
検

査
所
、
送
迎
ロ
ビ
ー
、
売
店
、
銀
行
が
設
け
ら
れ
た
。

十
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
と
も
な
い
大
桟
橋
に
は
五
隻
の
客
船

が
入
り
活
況
を
み
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
華
や
か
さ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
戦

中
・
戦
後
に
破
損
し
放
獄
さ
れ
て
海
や
川
に
沈
ん
だ
艀
（
沈
船
）
約
八
○
隻

を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
港
湾
局
港
湾
工
事
事
務
所
で
は

こ
の
年
十
月
、
撤
去
に
ふ
み
切
り
、
と
り
あ
え
ず
一
九
隻
を
手
始
め
に
処
理

し
た
の
で
あ
っ
た
。

●
外
周
の
整
備
’
四
十
年
一
月
、
山
下
ふ
頭
に
港
湾
厚
生
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
、
休
憩
所
、
ロ
ビ
ー
、
売
店
な
ど
、
港
で
働
く
人
糞
の
桐
利
厚
生
の

一
端
を
に
な
っ
た
。
｜
方
、
七
月
に
は
山
下
ふ
頭
臨
港
線
が
開
通
、
｜
層
港

湾
機
能
の
充
実
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。

Ｏ
ま
す
ま
す
充
実
’
四
十
一
年
に
入
っ
て
そ
の
三
月
、
本
牧
漁
港
に
隣
０

合
せ
て
、
主
に
建
設
材
料
を
扱
う
本
牧
建
材
ふ
頭
が
完
成
し
た
。
そ
の
建
材

ふ
頭
に
比
較
的
近
い
Ｄ
３
号
岸
壁
に
は
、
時
な
ら
ぬ
来
客
が
あ
っ
た
。
四
十

二
年
四
月
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
深
海
潜
水
艇
ア
ル
キ
メ
デ
ス
号
を
こ
の
岸
壁

に
碇
泊
さ
せ
て
基
地
と
し
、
約
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
日
本
海
溝
の
調
査
を
行

●
地
区
編
念
一
付
章
Ｉ
横
浜
港
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本牧ふ頭関連産業用地内の三菱重工本牧造船所 本牧漁港

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
六
月
に
は
高
島
ふ
頭
の
か
さ
上
げ
エ
事
が
完
成
、
さ
ら
に
根
岸
湾

で
は
埋
立
の
第
二
期
工
事
〈
地
区
の
埋
立
が
始
ま
り
同
じ
六
月
に
は
本
牧
地

先
海
面
が
埋
立
ら
れ
本
牧
ふ
頭
関
連
産
業
用
地
が
竣
工
し
た
。
そ
こ
に
は
錦

町
と
豊
浦
町
の
二
つ
の
町
名
が
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
港
湾
施
設
は

充
実
を
見
せ
て
い
っ
た
。

Ｏ
コ
ン
テ
ナ
船
入
港
’
四
十
三
年
川
月
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
四
つ
の
突
堤

を
も
つ
本
牧
ふ
頭
が
完
成
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
コ
ン
テ
ナ
貨
物
集
荷
場
が

完
成
し
た
。
（
第
八
章
本
牧
地
区
参
照
）

こ
う
し
て
港
湾
施
設
が
充
実
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
港
に
と
っ
て
は
新
し
い

時
代
を
迎
え
て
い
た
。
四
十
三
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
テ
ナ
船
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
・
タ
イ
ラ
ー
号
が
、
横
浜
に
は
じ
め
て
入
港
し
て
き
た
。
市
は
市
長

列
席
の
も
と
に
歓
迎
式
を
盛
大
に
行
っ
た
。
そ
し
て
完
成
し
た
ば
か
り
の
コ

ン
テ
ナ
用
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
一
号
機
が
、
こ
の
船
に
使
用
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
コ
ン
テ
ナ
時
代
の
到
来
で
あ
っ
た
。

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
本
牧
Ｄ
突
堤
に
こ
の
年
の
三
月
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
重
量
物
用
の
荷
役
の
新
鋭
機
械
で
あ
っ
た
。

（
第
二
節
港
の
施
設
で
後
述
）

そ
の
上
貨
物
集
積
場
の
完
成
に
と
も
な
い
、
貨
物
の
受
入
れ
体
制
が
ま
す

ま
す
充
実
し
た
。

ｃ
住
宅
・
鉄
道
ｌ
一
方
、
本
牧
港
湾
団
地
の
第
一
期
住
宅
鉄
筋
五
階
達

三
棟
一
二
○
戸
が
十
一
月
に
竣
工
、
港
で
働
く
人
々
の
住
居
も
確
保
さ
れ
て

。
“
俔
閂

木牧港湾団地の一部 接岸するコンテナ船（本牧ふ頭Ａ突堤にて）



ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。

四
十
四
年
五
月
、
豊
浦
町
の
地
つ
づ
き
が
さ
ら
に
埋
立
て
ら
れ
、
そ
こ
が

か
も
め
町
と
命
名
さ
れ
た
。
十
月
、
本
牧
埋
立
地
に
は
国
鉄
根
岸
駅
か
ら
本

牧
ふ
頭
Ｃ
突
堤
ま
で
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
神
奈
川
臨
海
鉄
道
本
牧
線
が
開

通
し
た
。
当
座
は
一
日
三
往
復
だ
が
、
の
ち
に
物
資
輸
送
に
フ
ル
回
転
す
る

こ
と
に
な
る
。

ｃ
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
’
四
十
五
年
の
三
月
に
は
本
牧
ふ
頭
（
コ
ン
テ
ナ
ふ

頭
）
が
竣
工
。
そ
し
て
五
月
に
は
一
部
を
除
き
全
面
的
に
稼
働
し
た
。
本
船

の
パ
ー
ス
三
一
、
岸
壁
の
延
長
六
、
五
三
五
メ
ー
ト
ル
、
埋
立
面
積
は
一
七

一
万
五
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
は
約
四
○
○
億
円
を
要
し
た
。

ｏ
一
万
隻
ｌ
と
の
年
、
四
十
五
年
瞳
の
年
間
貿
易
綱
は
輸
出
一
兆
六
、
九

一
四
億
九
、
三
七
六
万
四
千
円
、
輸
入
一
兆
一
、
六
五
八
億
三
、
六
六
九
万

三
千
円
と
全
国
一
の
貿
易
額
を
示
し
た
。
前
年
の
十
二
月
、
す
で
に
横
浜
港

へ
入
港
す
る
外
国
貿
易
船
は
一
万
隻
に
達
し
た
が
、
一
万
隻
目
に
当
っ
た
船

に
は
花
束
と
日
本
人
形
が
贈
呈
さ
れ
た
。

□
根
岸
と
大
黒
’
四
十
六
年
十
一
几
根
岸
湾
の
埋
立
工
事
が
全
部
竣
工

し
た
（
第
九
章
根
岸
地
区
参
照
）
が
、
こ
の
こ
と
は
、
港
湾
が
大
き
く
拡
充
さ
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
十
二
月
、
慨
見
区
大
黒
町
沖
合
に
大
黒
ふ
頭
の
第
一
期
建
設
工
事

（
埋
立
面
積
二
二
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
及
び
大
黒
大
橋
が
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
ふ
頭
は
外
国
貿
易
貨
物
を
主
に
扱
う
も
の
で
、
そ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま

で
の
ふ
頭
が
過
密
な
市
街
地
に
接
し
て
お
り
、
交
通
そ
の
他
の
弊
害
を
さ
け

●
地
区
編
ｃ
付
章
ｌ
横
浜
港

る
た
め
、
海
面
に
独
立
し
た
島
状
と
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

●
さ
ま
ざ
ま
に
Ｉ
そ
し
て
一
方
、
四
月
に
は
横
浜
Ｉ
シ
ベ
リ
ヤ
Ｉ
欧
州
を

コ
ン
テ
ナ
で
結
ぶ
新
ル
ー
ト
の
車
川
船
カ
パ
レ
ロ
ホ
号
（
三
、
八
六
○
ト
ン
）

が
初
入
港
し
、
電
気
製
品
を
積
ん
で
横
浜
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
へ
出
発
し
た
が
、

い
よ
い
よ
大
型
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
本
格
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

上
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
外
国
周
遊
の
客
船
コ
ラ
ー
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
二

万
ト
ン
）
が
寄
港
、
さ
ら
に
那
覇
に
向
け
て
出
港
し
た
が
、
こ
う
し
た
純
客

船
の
初
登
場
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
五
月
、
無
線
検
疫
が
ス
タ
ー

ト
し
た
り
、
七
月
に
は
本
牧
ふ
頭
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
監
視
測
定
所
）

が
設
け
ら
れ
港
湾
管
理
の
合
理
化
が
図
ら
れ
た
。

ｏ
ブ
ッ
シ
ュ
船
問
題
ｌ
し
か
し
こ
の
四
十
六
年
八
月
九
日
、
全
港
湾
労
組

横
浜
支
部
が
二
十
四
日
予
定
さ
れ
た
ラ
ッ
シ
ュ
船
（
艀
を
自
ら
持
っ
て
い
る

貨
物
船
）
の
入
港
に
反
対
し
、
阻
止
の
闘
争
方
針
を
発
表
す
る
と
い
う
事
態

が
発
生
し
、
十
三
口
に
は
曳
船
二
五
隻
が
海
上
デ
モ
を
行
な
い
、
ま
た
一

方
、
十
九
日
に
は
船
主
協
同
組
合
、
横
浜
回
漕
協
会
も
海
上
デ
モ
を
行
う
と

い
う
よ
う
に
発
腱
し
て
い
っ
た
。
巾
（
港
湾
局
）
は
ラ
ッ
シ
ュ
船
の
艀
運
航

を
規
制
す
る
当
面
の
対
策
を
決
め
た
。

し
か
し
八
月
二
十
五
日
、
労
働
組
合
は
四
八
時
間
の
ス
ト
に
突
入
、
二
十

六
日
に
は
曳
船
と
艀
で
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
岸
壁
で
海
上
ピ
ケ
が
は
ら
れ
た
。

日
本
初
入
港
を
予
定
し
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た
当
の
ラ
ッ
シ
ュ
船

ト
ー
マ
ス
。
Ｅ
・
カ
ブ
号
二
万
七
、
六
八
○
ト
ン
）
の
入
港
は
、
こ
う
し

た
労
働
者
の
反
対
も
あ
っ
て
、
市
は
バ
ー
ス
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。
こ
の

。
⑭
門
凶



た
め
遂
に
接
岸
と
荷
役
が
不
能
と
な
っ
た
カ
ブ
号
は
、
清
水
港
に
回
航
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
今
後
も
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
ラ
ッ
シ
ュ
船
の
入
港
に
つ
い
て
、

労
働
者
・
使
用
者
、
そ
し
て
関
係
官
公
署
の
三
者
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
第

一
回
会
合
が
九
月
十
三
日
開
港
記
念
会
館
で
行
わ
れ
た
が
、
第
二
船
入
港
の

情
報
を
得
た
全
日
本
港
湾
労
働
組
合
は
、
横
浜
支
部
二
、
五
○
○
人
を
動

員
、
七
二
時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
し
か
し
関
東
海
運
局
、
市
港

湾
局
の
調
停
に
よ
っ
て
、
注
目
の
ラ
ッ
シ
ュ
第
二
船
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
ベ
ア
号
は
よ
う
や
く
入
港
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
い
で
第
三
船
の
ラ
ッ
シ
ュ
船
入
港
を
め
ぐ
り
、
横
浜
回
漕
協
会
と
労
働

組
合
と
の
間
で
交
渉
が
重
ね
ら
れ
、
組
合
側
は
入
港
を
阻
止
し
な
い
こ
と
で

結
着
、
第
三
船
は
十
八
日
に
入
港
し
た
。

□
あ
ち
こ
ち
で
’
第
囚
次
港
湾
繼
繍
五
カ
年
計
両
（
昭
和
Ⅶ
十
六
年
１
五

十
年
）
が
決
定
、
金
沢
木
材
港
の
建
設
、
新
港
ふ
頭
再
整
備
な
ど
が
決
っ
た
。

十
月
、
港
湾
土
木
作
業
に
有
力
な
港
内
全
旋
回
起
誼
機
船
が
導
入
さ
れ
た
。

翌
四
十
八
年
一
月
、
今
度
は
新
港
ふ
頭
の
新
港
橋
が
か
け
替
え
ら
れ
た
。

こ
の
橋
は
明
治
四
十
四
年
新
港
ふ
頭
造
成
の
際
に
架
橋
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

老
朽
化
の
た
め
改
修
、
幅
員
一
三
メ
ー
ト
ル
、
四
車
線
と
し
、
改
修
に
際
し

て
コ
ン
テ
ナ
ト
レ
ー
ラ
ー
も
通
れ
る
堅
固
な
構
造
と
さ
れ
た
。

港
湾
施
設
は
あ
ち
こ
ち
で
造
成
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
四
十
九
年
三
月
、

金
沢
木
材
ふ
頭
が
竣
工
、
岸
壁
一
パ
ー
ス
、
プ
イ
ニ
パ
ー
ス
、
そ
れ
に
四
八

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
木
場
が
設
け
ら
れ
た
。
工
事
費
四
八
億
円
。
こ
の
木

●
地
区
編
●
付
章
ｌ
横
浜
港

林
ふ
頭
に
、
四
月
早
く
も
第
一
船
若
竹
山
九
（
一
万
四
、
九
○
六
ト
ン
）
が

入
港
し
た
。
そ
し
て
隣
接
の
金
沢
地
先
海
面
埋
立
工
事
一
号
地
の
埋
立
が
完

成
し
た
。

ｏ
返
遼
運
動
ｌ
ま
た
こ
の
年
の
九
月
、
米
軍
接
収
中
の
端
穂
ふ
頭
（
ノ
ー

ス
・
ピ
ア
ー
）
で
は
、
米
軍
が
あ
ま
り
ふ
頭
を
使
用
し
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
市
と
関
係
者
は
接
収
の
解
除
、
返
還
の
要
求
を
開
始
し
た
。
米
軍
の
使

用
は
四
十
一
一
一
年
度
か
ら
五
十
年
度
（
八
月
迄
）
で
四
、
三
一
一
一
八
隻
の
軍
船
、

軍
傭
船
の
入
港
が
あ
っ
た
が
、
四
十
二
年
の
入
港
九
六
二
隻
に
た
い
し
て
、

四
十
九
年
度
は
一
二
四
隻
、
五
十
年
は
六
二
隻
と
激
減
し
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
解
除
運
動
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
だ
に
解

除
の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
。

ひ
さ
ま
ざ
ま
に
’
四
十
九
年
十
月
、
鶴
見
区
大
黒
町
か
ら
埋
迩
造
成
中
の

大
黒
埋
立
地
に
か
け
て
、
大
黒
大
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
延
長
八
九
五
メ
ー
ト

ル
、
こ
れ
に
よ
っ
て
内
陸
部
と
直
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
十
年
に
入
っ
て
、
本
牧
Ｄ
突
堤
地
先
埋
立
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。
こ
れ

は
産
業
廃
棄
物
処
理
を
か
ね
て
埋
立
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
現
在
も

な
お
、
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
年
三
月
、
大
桟
橋
に
は
世
界
最
大
の
客
船
イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ン
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
二
世
号
（
六
万
五
、
八
六
三
ト
ン
）
が
入
港
、
見
学
者
約
三
○
万

人
、
大
桟
橋
始
ま
っ
て
以
来
の
人
出
を
記
録
し
た
。

五
十
年
の
七
月
、
錦
町
に
は
本
牧
港
湾
団
地
が
完
成
し
た
。
四
十
三
年
十

一
月
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
五
階
建
二
棟
、
七
階
建
一
三

。
⑭
院
凶
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棟
、
一
○
階
連
二
棟
、
一
、
七
○
○
人
が
居
住
で
き
る
大
団
地
が
出
現
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
港
で
働
く
人
だ
の
住
宅
が
確
保
さ
れ
た
。

Ｃ
陸
上
機
器
の
整
備
Ｉ
そ
し
て
こ
の
年
の
十
月
山
下
町
に
建
設
さ
れ
た
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
港
を
一
望
で
き
る
五
階
に
市
港
湾
局
が
入
っ
た
。

十
一
月
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
三
号
パ
ー
ス
に
最
大
吊
上
能
力
三
○
・
五
ト
ン

の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
三
号
機
が
、
十
一
一
月
に
は
、
本
牧
ふ
頭
に
日
本
で

最
初
の
屋
根
つ
き
で
、
雨
天
で
も
荷
役
を
行
な
え
る
全
天
候
型
艀
専
用
上
屋

（
六
、
一
一
一
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
、
こ
う
し
て
能
率
を
大
幅
に
ア

ッ
プ
さ
せ
る
荷
役
施
設
も
整
備
さ
れ
た
。

ｏ
ロ
ー
ロ
ー
船
’
五
十
一
年
の
六
几
本
牧
ふ
頭
Ｂ
突
堤
に
は
処
女
航
海

中
の
ス
テ
ー
ッ
・
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
社
の
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
船
（
通

称
ロ
ー
ロ
ー
船
）
の
メ
イ
ス
号
（
一
万
三
、
一
五
五
ト
ン
）
が
こ
の
ふ
頭
に

初
入
港
し
て
関
係
者
に
披
露
さ
れ
た
。

ｏ
市
民
腱
も
ｌ
流
十
二
年
川
月
大
黒
ふ
噸
の
物
揚
揚
十
月
に
は
内
航
船

岸
壁
ニ
バ
ー
ス
が
完
成
、
供
用
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大
黒
ふ
頭
に

は
、
前
年
の
岸
壁
二
．
ハ
ー
ス
の
供
用
に
つ
づ
い
て
、
港
湾
環
境
施
設
と
し

て
、
大
黒
ふ
頭
中
央
公
園
運
動
広
場
が
設
置
さ
れ
て
、
海
事
・
港
湾
関
係
者

の
ほ
か
市
民
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
方
、
本
牧
ふ
頭
で
は
Ｄ
突
堤
地
先
に
荷
さ
ば
き
地
の
用
地
確
保
、

し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
、
建
設
残
土
な
ど
の
処
分
を
目
的
と
す
る
埋
立
が
行
わ
れ

た
。
五
十
三
年
三
月
に
一
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
外
周
謎
岸
の
締
め
切
り
を
終
り
、

五
月
か
ら
は
土
砂
を
も
っ
て
埋
立
が
開
始
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
牧
Ｄ
突
堤
地

●
地
区
綱
●
付
章
ｌ
横
浜
港

先
の
造
成
が
は
じ
ま
っ
た
。

こ
の
突
堤
の
入
口
に
当
る
岸
壁
に
本
牧
海
釣
り
施
設
（
延
長
三
○
○
メ
ー

ト
と
が
七
月
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
民
に
た
い
し
て
安
全
で
快
適
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
海
に
親
し
む
場
が
提
供
さ
れ
た
。
開
設
後
六
カ
月
で
七
万

六
、
○
○
○
人
の
入
場
者
を
み
た
。

ｏ
金
沢
ふ
頭
は
ｌ
一
方
、
金
沢
木
材
ふ
頭
の
建
設
工
事
も
進
行
、
三
月
に

は
道
路
、
公
共
緑
地
、
公
共
荷
さ
ば
き
地
が
完
成
し
て
い
る
が
、
五
十
二
年

度
中
に
は
約
一
二
万
七
、
○
○
○
ト
ン
の
木
材
が
輸
入
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
。
そ
し
て
同
じ
金
沢
区
の
幸
浦
一
丁
目
に
は
海
洋
廃
棄
物
焼
却
施
設
が
六

月
に
建
設
さ
れ
、
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。

●
ご
み
焼
却
ｌ
港
内
に
は
海
に
た
だ
よ
う
ゴ
ミ
が
多
い
．
そ
れ
に
貨
物
通

全天候型艀専用上屋

＋_Ｚｒ■曾一ＦＬ

ロー匝一船施設物揚揚（本牧ふ頭Ａ突堤）
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搬
の
際
に
使
う
敷
板
鑿
も
そ
の
量
が
多
い
。
そ
こ
で
港
湾
の
清
掃
は
、
市
と

ふ
頭
利
用
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
毎
年
の
港
内
か
ら
で
る
ご
み

は
多
量
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
の
焼
却
場
が
出
来
た
前
年
の
五
十
二
年
度
の

例
を
み
て
も
一
般
の
ご
み
と
パ
レ
ッ
ト
類
は
本
牧
ふ
頭
で
約
一
万
一
、
六
○

○
ト
ン
、
山
下
ふ
頭
四
、
一
○
○
ト
ン
、
大
桟
橋
ほ
か
で
四
、
六
○
○
ト
ン

年
間
二
万
三
○
○
ト
ン
で
あ
る
。
清
掃
は
清
掃
船
四
隻
で
実
施
し
た
が
、
ご

み
は
新
設
さ
れ
た
焼
却
施
設
で
処
理
さ
れ
た
。

一
。
新
し
い
景
観
も
ｌ
港
湾
に
つ
い
て
は
例
年
に
わ
た
っ
て
振
興
・
宣
伝

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
五
十
五
年
三
月
、
市
の
主
催
で
市
庁
舎
市
民
広

間
に
お
い
て
「
横
浜
開
港
一
二
○
年
の
歩
み
」
の
写
真
．
〈
ネ
ル
展
が
開
催
さ

れ
た
。

●
｜
地
区
編
一
の
付
章
ｌ
横
浜
港

郎
刊
‐

iiiili
海洋廃棄物焼却場

ま
た
造
成
中
の
金
沢
地
先
の
海
面
埋
立
地
に
は
、
海
の
公
園
と
し
て
海
浜

地
や
砂
浜
を
造
成
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
砂
浜
部
分
が
七
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
新
し
い
金
沢
の
景
観
が
創
ら
れ
た
。

｜
方
、
出
田
町
ふ
頭
に
青
果
上
屋
（
’
一
階
連
、
三
、
八
五
二
平
方
メ
ー
ト

ル
）
が
十
月
の
末
に
完
成
し
、
同
じ
出
田
町
ふ
頭
の
．
ハ
ナ
ナ
上
屋
と
あ
わ
せ

て
、
横
浜
港
で
の
輸
入
青
果
物
を
総
合
的
に
扱
う
フ
ル
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
効
率
的
な
運
用
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
ベ
イ
プ
リ
ッ
ジ
着
エ
ー
こ
の
五
十
五
年
は
画
期
的
な
こ
と
が
実
施
さ
れ

た
。
十
一
月
二
十
七
日
、
ペ
イ
プ
リ
ッ
ジ
が
着
工
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
五
十
三
年
の
五
月
に
は
海
深
四
○
’
六

○
メ
ー
ト
ル
の
海
底
地
質
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
付

近
の
風
向
、
海
象
、
地
震
時
の
影
響
な
ど
が
調
査
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
ず
き

こ
の
大
工
事
が
設
計
さ
れ
た
。

ペ
イ
プ
リ
ッ
ジ
は
橋
の
長
さ
八
六
○
メ
ー
ト
ル
、
海
面
か
ら
支
柱
最
一
同
の

高
さ
一
七
五
メ
ー
ト
ル
、
斜
張
橋
方
式
で
、
同
道
三
五
七
号
と
市
道
高
速
湾

岸
線
と
上
・
下
の
二
層
、
十
二
車
線
を
通
し
、
関
東
大
震
災
級
の
地
震
に
も

十
分
耐
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
六
十
年
度
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る

が
、
市
民
は
こ
の
橋
を
も
っ
て
「
夢
の
か
け
橋
」
と
期
待
し
て
い
る
。

□
陸
に
海
に
’
五
十
六
年
四
月
海
蛎
関
係
者
の
待
望
の
横
浜
海
員
会
館

が
山
下
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
和
洋
客
室
六
六
室
、
食
堂
・
ロ
ビ
ー
な
ど
で

地
上
七
階
、
宿
泊
・
休
憩
に
利
用
さ
れ
る
。
開
館
八
カ
月
で
二
万
一
、
○
○

○
人
が
利
用
、
好
評
を
得
た
。
こ
と
に
船
員
及
び
港
湾
関
係
者
の
福
利
厚
生

Ｃ
塵
Ｈ
Ｊ



施
設
が
設
置
さ
れ
た
。

一
方
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
で
は
九
月
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
第
四
号
機
が

完
成
、
ま
す
ま
す
荷
役
能
率
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
十

一
月
に
は
、
大
黒
ふ
頭
第
二
期
工
率
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
は
従
来
の

港
湾
用
地
の
埋
立
だ
け
で
な
く
、
埋
立
地
に
緑
地
を
造
成
、
整
備
し
、
市
民

に
親
し
み
や
す
い
港
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
面
穂
一
○
○
万
平
方
メ

ー
ト
ル
。

次
々
と
港
湾
施
設
が
拡
張
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
外
国
貿
易

（
外
貿
）
定
期
船
ふ
頭
の
建
設
業
務
及
び
管
理
を
行
っ
て
き
た
京
浜
外
貿
埠

頭
公
団
が
法
律
に
基
い
て
解
散
、
あ
ら
た
に
横
浜
港
埠
頭
公
社
が
設
立
さ
れ

公
団
の
業
務
を
引
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
は
、
市
が
港
湾
管
理
者
と
な
っ
て
三
十
周
年
に
当
る
と
こ

ろ
か
ら
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
そ
の
上
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
制
定
、
大
桟
橋
の
ホ
ー
ル
、
大
桟
橋
入
口
の
整
備
を
行
い
、
さ
ら
に
、

港
内
巡
視
の
た
め
の
高
速
港
務
艇
「
お
お
と
り
」
（
五
二
・
六
二
ト
ン
、
定

員
四
○
人
）
を
新
造
し
た
。

五
十
七
年
四
月
、
山
下
・
本
牧
の
両
ふ
頭
を
直
結
す
る
湾
岸
線
の
一
部
が

開
通
。
コ
ン
テ
ナ
街
道
の
混
雑
解
消
へ
の
途
が
ひ
ら
け
た
。

ｃ
国
際
セ
ミ
ナ
ー
ｌ
と
の
年
十
Ｎ
に
入
っ
て
鏑
一
回
の
姉
妹
港
の
セ
ミ
ナ

ー
が
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
で
開
催
さ
れ
た
。
横
浜
港
と
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
港
の
共
催
で
、
ア
メ
リ
カ
通
商
代
表
の
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
は
両
港
の
お
の
お
の
姉

一
●
地
区
編
●
付
議
Ｉ
横
浜
港

妹
港
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
（
一
一
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
、
基
隆
港
、
マ
ニ
ラ

港
、
メ
ル
ボ
ル
ン
港
、
パ
ン
ク
ー
．
ハ
ー
港
の
代
表
が
集
ま
っ
た
。
席
上
「
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
を
契
機
と
し
て
、
太
平
洋
を
と
り
ま
く
各
港
相
互
の
交
流
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
二
一
世
紀
に
向
っ
て
、
貿
易
と
経
済

の
発
展
、
国
際
協
力
の
確
立
を
進
め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
各
港
代
表
の

共
同
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

Ｑ
帆
船
ｌ
こ
の
五
十
七
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
運
輸
省
航
海
訓
練

所
の
練
習
船
が
次
々
と
入
港
し
た
。
日
本
丸
、
大
成
九
、
銀
河
九
、
海
王
丸
、

青
雲
九
、
進
徳
丸
、
北
斗
丸
の
七
隻
で
練
習
船
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。

日
本
丸
ほ
か
の
一
般
公
開
の
二
日
間
に
は
二
万
一
一
、
○
○
○
人
の
市
民
が
見

学
、
特
に
セ
イ
ル
ド
リ
ル
（
操
帆
訓
練
）
に
市
民
の
歓
声
と
拍
手
が
わ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
帆
船
日
本
丸
（
二
、
二
七
九
ト
ン
）
の
横
浜
誘
致

運
動
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
十
八
年
一
月
、

細
郷
市
長
、
誘
致
保
存
促
進
会
の
上
野
会
長
（
横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
）
ら

は
、
市
民
八
二
万
の
署
名
を
も
と
に
、
首
相
あ
て
に
日
本
丸
の
横
浜
誘
致
の

陳
情
を
行
っ
た
。

●
つ
づ
く
整
備
ｌ
市
と
市
民
が
横
浜
港
整
備
の
積
極
的
姿
勢
を
示
す
な
か

で
五
十
八
年
八
几
に
は
ペ
イ
プ
リ
ッ
ジ
の
橋
脚
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら

に
九
月
に
は
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
の
四
号
パ
ー
ス
を
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
に
改
造

す
る
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
水
深
一
三
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
岸
壁
、
そ
の
背

後
の
廃
棄
物
処
理
用
の
一
○
万
五
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
造
成
な
ど
の

計
画
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

。
⑭
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●
地
区
編
●
｜
付
章
ｌ
横
浜
港

ペイプルジ完成予想図

●
花
火
ｌ
一
方
、
市
や
市
民
が
四
’
七
年
十
二
月
以
来
腱
鮒
し
て
き
た
日

本
丸
横
浜
誘
致
運
動
が
み
の
り
、
五
十
八
年
八
月
三
十
一
日
、
横
浜
が
保
存

地
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
市
で
は
十
一
月
三
日
か
ら
、
「
み
な
と
み
ら
い
皿
」

事
業
着
工
を
記
念
し
て
、
四
月
に
移
転
が
終
っ
た
旧
横
浜
ド
ッ
ク
（
三
菱
重

工
横
浜
造
船
所
）
跡
地
に
お
い
て
、
み
な
と
み
ら
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛

大
に
行
っ
た
。
ま
た
期
間
中
来
港
し
た
日
本
丸
、
海
王
丸
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ダ
ル
モ
ジ
ェ
ジ
イ
の
各
帆
船
を
歓
迎
し
て
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

は
横
浜
港
の
未
来
の
発
展
を
願
う
よ
う
で
も
あ
っ
て
、

「
一
発
の
花
火
が
夜
空
に
明
る
く
花
開
き
ま
し
た
」
（
市
港
湾
局
騒
閃
・
岸
・
一
国
目

宅
・
ニ
ヱ
の
詩
Ｚ
・
・
３
劃
）
と
市
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
そ
う
書
か
れ
た
。

Ｏ
接
収
さ
れ
た
港
１
以
上
、
変
遷
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
も
と
よ
り
こ
れ

lillI
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ら
の
こ
と
は
、
す
ぺ
て
当
時
の
人
々
の
努
力
の
結
晶
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
章
で
は
そ
れ
ら
の
人
々
の
談
話
や
手
記
に
よ
っ
て
裏
付
け
を
す
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
頁
数
に
よ
っ
て
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
一

つ
だ
け
、
接
収
中
の
苦
渋
に
つ
い
て
関
係
者
の
談
話
を
次
に
載
せ
る
。

「
終
戦
後
、
港
は
米
軍
の
管
理
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第
一
船
に
は
日
の
丸
の
旗
が
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
船
は
船
名
で
は

な
く
ナ
ン
バ
ー
で
呼
ば
れ
ま
し
た
。
船
自
体
は
も
と
も
と
コ
ー
ル
サ
イ
ン
と

い
う
の
を
持
っ
て
い
て
氷
川
丸
な
ら
Ｈ
Ｏ
二
二
と
言
う
ん
で
す
。
あ
の
頃

は
、
そ
の
他
に
米
軍
に
よ
っ
て
船
に
登
録
番
号
み
た
い
な
も
の
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
旭
丸
な
ら
Ａ
と
い
う
具
合
に
船
名
の
頭
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
呉
か
ら
出
て
い
た
連
絡
船
の
と
う
や

九
は
Ｔ
の
二
七
七
番
で
し
た
。
船
に
関
し
て
も
他
と
同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
指

令
が
進
駐
軍
か
ら
出
て
、
そ
の
指
図
で
日
本
船
が
動
い
て
い
ま
し
た
」

「
当
時
は
米
軍
と
云
え
ば
泣
く
子
も
だ
ま
る
よ
う
な
威
厳
が
あ
り
ま
し
た
。

横
浜
に
は
第
二
港
湾
司
令
部
と
云
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
私
は
当
時
港
長
事

務
所
に
お
り
ま
し
た
。
海
上
保
安
庁
が
出
来
た
の
が
昭
和
二
十
三
年
で
す
が

と
こ
ろ
が
実
際
は
何
も
出
来
な
い
ん
で
す
。
何
か
ち
ょ
っ
と
の
事
を
や
る
に

も
米
軍
に
お
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
出
来
な
い
ん
で
す
。
そ
う
云
う
状
況
で

す
か
ら
日
本
の
船
は
大
桟
橋
な
ん
か
に
全
然
付
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
横
浜

港
に
つ
け
る
場
合
は
良
く
っ
て
ブ
イ
、
そ
れ
か
ら
三
区
な
ん
か
の
ア
ン
カ
ー

と
言
う
具
合
で
し
た
、
後
は
川
崎
で
す
」

「
船
舶
迩
営
会
で
す
ね
。
あ
そ
こ
で
日
本
船
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

●
地
区
編
の
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い
ろ
ん
な
オ
ー
ダ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

関
す
る
す
べ
て
の
指
令
が
メ
イ
ジ
ャ
ポ
ー
ト
か
ら
で
ま
し
た
か
ら
。

今
の
四
号
岸
壁
、
あ
そ
こ
に
セ
コ
ン
ド
メ
イ
ジ
ャ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
に
い
ち
い
ち
伺
い
を
た
て
て
、
こ
う
し
ろ
、
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し

て
は
い
か
ん
と
か
の
指
示
を
受
け
る
の
で
す
」

「
そ
の
頃
は
氷
川
丸
以
外
の
日
本
の
船
と
云
う
船
は
、
海
底
に
沈
ん
で
し
ま

っ
て
、
残
っ
て
い
る
の
は
八
八
と
称
す
る
八
○
○
ト
ン
の
船
だ
け
で
し
た
。

日
本
の
船
ら
し
い
船
と
云
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

進
駐
軍
が
接
収
し
て
か
ら
港
に
入
っ
て
く
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
タ
と
か
、
ト
ロ
ッ
プ
シ
ッ
プ
と
か
の
米
軍
の
船
ば
か
り
で
し
た
。
従
っ

運
営
を
全
部
扱
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
全
部
米
軍
が

吸
い
上
げ
練
り
な
お
し
て
い
た
ん
で
す
か
ら
ね
え
。
あ
の
当
時
、
外
航
は
行

か
れ
ま
せ
ん
で
す
か
ら
、
内
航
だ
け
で
す
」

「
航
路
は
米
軍
が
決
め
た
の
で
は
な
く
、
日
本
で
独
自
に
あ
り
ま
し
た
が
、

何
に
し
る
当
時
は
い
ろ
い
ろ
制
限
が
あ
り
ま
し
て
、
ト
ン
数
は
一
、
○
○
○

ト
ン
以
上
は
駄
目
と
か
、
速
力
は
一
二
ノ
ッ
ト
以
上
は
い
か
ん
と
か
。
本
当

に
一
事
が
万
事
、
米
軍
の
指
示
で
動
い
て
い
ま
し
た
」

「
私
は
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
渉
外
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
二
十
四

年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
の
会
長
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
私
は
米
軍
の
リ
モ
コ
ン
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。
毎
日
パ
イ
ロ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
セ
コ
ン
ド
メ
イ
ジ
ャ
ポ
ー
ト
と
の
往
復

主
し
た
。

す
。
毎
ｎ

で
す
よ
。

○
ｍ
門
⑭
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て
我
々
・
ハ
イ
ロ
ッ
ト
は
進
駐
軍
の
船
ば
か
り
の
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
航
空
母
艦
と
か
、
軍
艦
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
ま
し
た
。
リ
。
ヘ
ン
デ
ン

と
称
し
ま
し
て
毎
日
入
っ
て
き
ま
し
た
。

米
血
の
止
陳
岸
雌
が
七
号
桟
橋
、
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
、
そ
れ
か
ら
瑞
穂
岸

壁
、
今
ノ
ー
ス
ピ
ア
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
の
Ａ
、
Ｂ
岸
壁
に
一
万

五
、
○
○
○
ト
ン
の
客
船
が
改
造
さ
れ
た
輸
送
船
や
ら
何
や
ら
が
着
く
ん
で

す
。
そ
れ
を
四
○
名
位
ず
ら
り
と
並
ん
だ
楽
隊
が
む
か
え
る
ん
で
す
。
歓
迎

の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
そ
の
度
に
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
も
う
、
毎
日
の
様
で
、

う
る
さ
い
位
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
に
は
皆
さ
ん
往
生
し
ま
し
た
。
今
は
飛
行

機
で
ど
ん
ど
ん
き
ま
す
が
、
あ
の
頃
は
全
部
の
輸
送
が
船
で
し
た
か
ら
ね
え
」

「
入
港
し
て
来
る
船
は
援
隊
輸
送
船
と
言
い
ま
し
て
、
氷
川
丸
と
同
じ
に
大

き
な
特
殊
客
船
を
軍
隊
専
門
に
使
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
で
家
族
と
か
を
輸

送
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
問
を
往
復
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
船
は
あ
ら

ゆ
る
も
の
の
最
優
先
で
す
か
ら
、
他
の
船
は
全
部
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
で
も
出

入
り
さ
せ
る
ん
で
す
。
当
時
谷
崎
キ
ャ
プ
テ
ン
や
関
係
の
方
々
は
苦
労
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
何
か
ち
ょ
っ
と
で
も
あ
る
と
、
米
軍
は
『
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
』
と
言
っ
て
、
一
週
間
停
止
と
か
、
も
う
す
ぐ
に
や
る
ん
で
す
。

そ
の
間
に
入
っ
て
、
ま
あ
ま
あ
と
か
云
っ
て
で
す
ね
、
フ
ェ
ン
ダ
ー
の
つ
も

り
に
な
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
そ
れ
が
で
き
た
と
云
う
の
は
、
も
と
外
国
航
路
の
大
先
輩
奥
野
さ
ん

な
ど
、
当
時
の
そ
う
そ
う
た
る
船
長
あ
が
り
の
人
達
が
、
米
兵
達
が
何
か
言

っ
て
も
、
何
云
っ
て
ん
だ
、
こ
こ
は
日
本
だ
と
云
う
気
持
で
頑
張
っ
て
い
て

横
浜
港
は
、
ア
メ
リ
カ
と
海
上
の
最
短
距
離
に
あ
る
経
済
的
な
優
位
性
を

も
ち
、
開
港
以
来
、
日
本
の
代
表
港
と
し
て
国
際
航
路
の
寄
港
地
と
し
て
も

最
適
の
立
地
条
件
を
備
え
て
き
た
。
そ
の
上
、
両
度
成
長
期
を
経
て
、
本
来

の
商
港
に
加
え
て
工
業
港
的
色
彩
も
ま
す
ま
す
濃
く
し
て
い
る
。

ｏ
港
湾
区
域
ｌ
麟
浜
港
の
港
湾
区
域
は
、
港
禰
法
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

決
め
ら
れ
て
い
る
。
鶴
見
区
安
善
町
と
川
崎
市
大
川
町
と
の
境
界
の
運
河
の

河
口
中
央
、
沖
合
三
、
四
六
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
と
、
金
沢
区
の
小
柴
崎
か

ら
沖
合
三
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
と
を
結
ん
だ
海
面
（
富
岡
漁
港
区
域

を
除
く
）
総
水
面
積
六
、
七
九
六
・
九
へ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

ｏ
自
然
条
件
ｌ
微
浜
繼
の
凹
然
条
件
は
近
代
的
港
湾
成
立
の
要
件
を
満

し
て
い
る
。
港
の
南
部
に
あ
た
る
根
岸
台
、
山
手
の
台
地
の
延
長
が
新
山
下

地
先
の
海
底
に
及
び
、
さ
ら
に
小
間
の
新
港
町
付
近
に
も
、
海
面
下
一
○
メ

ー
ト
ル
に
第
三
紀
層
が
張
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
堅
固
な
地
盤
は
、
桟

⑯
位
置
ｌ
横
浜
港
は
東
京
湾
の
両
北
側
に
あ
っ
て
、
北
緯
三
五
膣
二
七

分
、
東
経
一
三
九
度
四
○
分
の
位
置
に
あ
る
。
南
側
に
横
須
賀
港
、
北
は
川

崎
港
に
接
し
、
東
京
を
約
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ヘ
だ
て
て
京
浜
重
工
業
地
帯

の
一
角
に
位
侭
し
、
す
ぐ
れ
た
物
流
拠
点
と
し
て
の
自
然
、
地
理
的
条
件
を

も
っ
て
い
る
。

横
浜
港
は
、

く
れ
た
か
ら
な
の
で
す
」
（
以
上
、
水
先
案
内
人
座
談
会
）

笹
一
節
●
｜
港
の
施
設

ｏ
ｍ
Ｈ
ｃ



１

一
●
地
区
編
一
●
付
章
Ｉ
横
浜
港

皇漕

灘

蝋
及
〈
ｅ

jlihil

四
五
垣
ロ
匠

Ｐ
エ
■

ＡＰ
〃

籔 弓
丁

蝋

i感 篝

□
Ｍ
Ｐ
ｚ
壺
沽

グ
ジ
ゾ
，
ｓ
・
殴
順
Ｎ
、
Ⅲ

ジ

円
護 "

霊轤
轤

鱗別

⑦

Ｐ
弓
四
『

･

横浜港概要図

○
ｍ
Ⅲ
。



橘
や
岸
膣
な
ど
の
築
造
に
有
利
な
条
件
を
具
え
て
い
た
。

海
底
は
深
く
浸
蝕
し
た
谷
の
あ
る
第
三
紀
層
で
、
そ
の
表
面
は
沖
積
層
に

覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
海
岸
近
く
ま
で
一
○
メ
ー
ト
ル
の
水
深
線
が
迫
っ
て

い
て
、
平
均
底
質
は
砂
七
○
・
三
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
砂
石
お
よ
び
貝
が
ら
一
一

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
泥
一
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
粘
晴
力
が
強
く
錨
掛
に

良
好
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
横
浜
港
に
お
け
る
波
浪
を
、
風
速
と
対
岸
距
離
で
算
定
す
る
と
、

毎
秒
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風
で
は
、
波
高
三
○
’
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

も
の
が
最
も
多
く
、
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
は
年
間
三
○
数
回

で
、
波
高
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ

し
キ
テ
ィ
台
風
の
と
き
に
は
三
・
’
五
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
た
。

昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
の
九
年
間
の
平
均
風
向
、
風
速
（
一

日
八
回
観
測
）
で
は
、
方
位
別
風
向
は
「
北
‐
｜
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
北

北
西
風
」
で
あ
り
、
風
速
一
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
方
向
別
風
向
は
「
南
西
」

が
多
い
。

海
面
は
肺
か
で
外
洋
か
ら
の
う
ね
り
は
、
三
浦
・
房
総
の
二
つ
の
半
尉
に

よ
っ
て
、
ほ
ぼ
完
壁
に
遮
蔽
さ
れ
て
い
て
、
太
平
洋
の
う
ね
り
が
一
○
メ
ー

ト
ル
あ
る
時
で
も
、
港
内
で
の
波
高
は
わ
ず
か
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
秘
度

で
あ
る
。

潮
位
は
平
均
潮
位
で
＋
一
・
一
四
二
メ
ー
ト
ル
、
潮
流
は
一
般
に
微
弱

で
、
外
防
波
堤
内
で
は
上
層
の
流
速
は
約
○
・
五
ノ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
。

北
方
に
開
け
た
湾
形
を
も
つ
横
浜
港
は
、
近
代
港
湾
の
利
点
が
多
い
自
然

●
地
区
編
●
付
章
－
横
浜
港

談
会
）

⑧
海
そ
の
も
の
が
雄
殿
ｌ
港
濟
脳
波
は
脈
そ
の
も
の
が
施
彼
で
あ
る
．
そ

し
て
航
行
の
安
全
の
た
め
の
防
波
堤
・
燈
台
な
ど
、
入
港
し
た
船
の
け
い
留
、

貨
物
の
荷
さ
ば
き
と
保
符
、
港
と
内
陸
を
結
ぶ
鉄
道
、
道
路
な
ど
、
他
に
港

に
働
く
人
為
や
船
の
乗
組
員
厚
生
施
設
な
ど
を
含
め
て
、
そ
の
範
囲
は
広

く
、
し
か
も
大
型
の
施
設
ば
か
り
で
あ
る
。
港
湾
施
設
は
お
お
よ
そ
一
三
の

条
件
を
具
え
て
い
る
。

港
の
自
然
に
つ
い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
は
い
う
。

「
横
浜
港
は
昔
か
ら
自
然
の
地
形
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
天
然
の
良

港
と
い
え
ま
す
ね
。
例
え
ば
北
風
が
強
か
っ
た
り
、
南
の
風
が
強
か
っ
た
り

し
た
場
合
で
も
、
横
浜
で
は
、
平
気
で
出
・
入
港
で
き
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
新
し
い
港
は
オ
ー
プ
ン
ロ
ー
ド
と
い
い
ま
し
て
、
遮
蔽
物
が
な

い
所
に
造
っ
て
ま
す
の
で
、
風
と
か
潮
と
か
が
強
い
と
、
臓
浜
で
出
入
港
で

き
て
も
、
新
し
い
港
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
、
も
う
何
回
も
あ
り
ま
す
。
新

し
い
港
は
、
施
設
そ
の
も
の
は
良
い
ん
で
す
が
、
地
形
を
利
用
出
来
な
い
ん

で
運
航
し
に
く
い
で
す
ね
。

た
だ
し
横
浜
で
は
南
西
の
風
が
一
番
こ
わ
い
ん
で
す
。
春
一
番
で
す
。
そ

れ
が
ま
た
突
風
だ
か
ら
困
る
ん
で
す
よ
。
春
一
番
と
一
言
う
の
は
、
台
湾
坊
主

が
日
本
海
を
急
激
に
か
け
抜
け
る
も
ん
で
す
か
ら
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
お
き

る
ん
で
す
、
大
き
な
船
ほ
ど
風
圧
面
積
が
大
き
い
で
す
か
ら
悪
い
ん
で
す
。

大
き
な
タ
ン
カ
ー
な
ん
か
そ
う
で
す
よ
。

と
に
か
く
、
橘
浜
の
港
、
こ
れ
は
、
横
浜
の
財
産
で
す
」
（
水
先
案
内
人
座

。
⑤
Ｎ
・



施
設
に
区
分
さ
れ
る
（
表
１
）
。
以
下
、
簡
単
に
各
施
設
に
ふ
れ
て
お
き
た

い
０

０
１
水
域
施
設

ば
く

水
域
施
設
に
は
航
路
や
泊
地
が
あ
る
。
航
路
は
船
が
安
全
に
航
行
で
き
る

よ
う
に
区
画
さ
れ
た
水
面
の
こ
と
で
、
横
浜
航
路
と
鶴
見
航
路
が
あ
る
。
と

も
に
水
深
は
一
二
メ
ー
ト
ル
、
六
万
七
、
○
○
○
ト
ン
級
の
大
き
な
客
船
も

出
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
も
港
湾
の
施
設
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ

る
。油
地
は
、
港
に
入
っ
て
き
た
船
が
碇
泊
す
る
海
面
で
、
け
い
船
浮
標
（
プ

な
し
ば

イ
）
に
よ
っ
て
一
二
万
ト
ン
級
ま
で
の
船
が
け
い
留
さ
れ
る
。
ま
た
艀
の
よ
う

な
小
型
船
の
た
め
の
船
だ
ま
り
も
あ
る
。
例
え
ば
弁
天
橋
下
か
ら
大
江
橋
の

大
岡
川
、
大
桟
橋
の
一
角
な
ど
で
あ
る
。

ｏ
２
外
か
く
施
設

航
路
や
泊
地
を
風
や
波
か
ら
ま
も
る
防
波
堤
、
川
か
ら
の
流
れ
く
る
砂
を

防
ぐ
た
め
の
防
砂
堤
、
陸
地
を
守
る
防
潮
堤
、
誕
岸
、
堤
防
な
ど
が
あ
る
。

港
の
入
口
の
防
波
堤
の
北
水
堤
を
は
じ
め
、
大
桟
橋
・
本
牧
ふ
頭
な
ど
に
そ

れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
。
全
延
長
八
、
二
六
九
メ
ー
ト
ル
。
（
表
２
）

ｃ
３
航
行
補
助
施
設

航
路
の
安
全
を
は
か
る
た
め
の
灯
台
、
そ
の
他
の
航
路
標
識
、
信
号
な
ど

で
、
現
在
灯
台
一
○
、
導
灯
一
、
灯
柱
二
、
ラ
イ
ト
・
ブ
イ
’
七
、
浮
標
八

が
あ
る
。

又
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
（
超
短
波
）
に
よ
る
船
と
の
通
信
施
設
も
航
行
補
助
施
設
の

の
地
区
編
●
付
章
‐
坐
烟
浜
港

一
つ
で
あ
る
。

洋
式
灯
台
の
最
初
は
明
治
二
年
点
灯
さ
れ
た
観
音
崎
灯
台
だ
が
、
同
年
十

一
月
本
牧
中
の
瀬
の
外
に
本
牧
灯
船
が
落
成
設
騒
さ
れ
て
い
る
。
木
造
二
橘

船
で
、
水
面
に
紅
色
灯
を
点
灯
し
た
。
し
か
し
十
六
年
五
月
英
船
に
衝
突
さ

れ
沈
没
、
仮
灯
船
を
設
け
た
が
明
治
四
十
一
年
に
は
撤
去
さ
れ
て
い
る
と
い

う
よ
う
に
、
早
く
か
ら
の
港
湾
施
設
の
一
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

０
４
け
い
留
施
設

け
い
留
施
設
と
い
う
の
は
、
港
に
入
っ
て
き
た
船
を
、
風
や
潮
の
流
れ
に

も
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
施
設
だ
が
、
本
来
の
目
的
は
、
海
上
貨
物
を
陸
上

に
揚
げ
、
或
い
は
陸
上
の
も
の
を
船
に
積
む
こ
と
に
あ
っ
て
、
港
の
メ
イ
ン

の
施
設
と
も
い
え
る
。
岸
壁
や
け
い
船
浮
標
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
広
く
岸
壁

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
も
構
造
上
、
さ
ん
橋
と
い
わ
ゆ
る
岸
壁
と
に
区
分

波除堤と船ださり（犬さん橋ふ頭）

罰日日雷霧議驫謹Ｊｑｉ５ｆ欝鰯畠

象の鼻波除堤

ｏ
ｍ
Ｎ
凶

けい船浮標（ブイ）－船の左右に見える



：
海
Ｂ
輩
憶

で
き
る
ｃ

さ
ん
橋
は
床
面
を
脚
柱
で
支
持
し
て
い
る
構
造
で
、
岸
か
ら
直
角
ま
た
は

斜
め
に
細
長
く
突
出
し
た
形
を
し
て
い
る
。
横
浜
港
で
は
、
大
さ
ん
橋
ふ

頭
、
商
肪
ふ
頭
が
あ
る
。

川
岸
壁

岸
壁
は
、
港
の
水
際
線
で
船
舶
を
岸
に
接
岸
さ
せ
、
け
い
留
す
る
役
割
を

持
つ
も
の
で
、
船
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
築
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
岸
壁
施

設
に
は
公
共
ふ
頭
と
共
に
、
山
下
や
、
臨
海
工
業
地
帯
な
ど
の
民
間
専
用
の

岸
壁
と
か
あ
る
。
二
部
横
浜
海
上
保
安
部
の
専
用
が
あ
る
）

公
共
ふ
頭
は
本
牧
ふ
頭
な
ど
一
○
カ
所
で
、
延
長
一
万
八
、
八
六
三
メ
ー

ト
ル
、
け
い
船
能
力
は
一
二
八
万
五
、
○
○
○
ト
ン
で
あ
る
。

●
｜
地
区
編
の
付
章
Ｉ
横
浜
港

表的な航路標識の灯台（本牧防波堤）

②
け
い
船
浮
標
（
ブ
イ
）

け
い
船
の
施
設
に
は
ふ
頭
の
ほ
か
に
、
大
量
の
貨
物
を
さ
ば
く
必
要
か
ら

岸
壁
代
り
に
使
っ
て
海
上
で
貨
物
の
処
理
が
で
き
る
け
い
船
浮
標
が
あ
る
。

す
い

円
筒
や
円
錐
形
で
中
空
と
な
っ
て
い
て
、
鎖
で
海
底
に
固
定
さ
れ
｝
」
い
る
。

現
在
横
浜
港
に
は
三
四
基
が
あ
り
、
そ
の
配
置
、
け
い
船
能
力
は
、
別
表
の

よ
う
に
、
一
○
○
○
’
三
万
ト
ン
級
の
船
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

ブ
イ
の
最
大
の
も
の
は
直
径
四
・
二
メ
ー
ト
ル
、
浮
い
て
い
る
部
分
（
浮

体
）
だ
け
で
約
八
ト
ン
。
ブ
イ
を
利
用
す
る
の
は
、
普
通
の
岸
壁
荷
役
に
は

適
さ
な
い
穀
物
類
の
バ
ラ
物
又
は
危
険
物
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
（
表
４
）

③
物
揚
場

け
い
留
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
は
し
け
の
よ
う
な
小
型
船
が
接
岸
荷
役

す
る
物
揚
揚
が
あ
る
。

市
営
の
物
揚
場
は
四
二
カ
所
あ
り
、
延
長
八
、
四
九
六
メ
ー
ト
ル
あ
る

が
、
こ
れ
も
ま
た
箙
要
な
施
設
で
あ
る
ｃ

ｏ
５
荷
さ
ば
き
施
設

貨
物
の
積
み
お
ろ
し
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
施
設
で
、
上
屋
、
荷
さ
ば
き

地
、
荷
役
機
械
が
あ
る
。

ろ
◎

民
間
専
用
の
岸
壁
は
、
中
区
の
ほ
か
鶴
見
、
神
奈
川
、
磯
子
、
金
沢
の
各

区
の
海
岸
線
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
全
市
一
四
九
バ
ー
ス
う
ち
中
区
は
ニ
ー

バ
ー
ス
で
あ
る
。
（
表
３
）

ま
た
公
共
ふ
頭
の
本
牧
や
大
黒
ふ
頭
に
は
専
門
の
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
が
あ

。
⑬
凶
山



Ⅲ
上
屋

上
屋
は
貨
物
を
一
時
的
に
お
い
て
お
く
建
物
で
、
貨
物
の
分
類
仕
分
な

ど
の
荷
さ
ば
き
を
す
る
、
い
わ
ば
仲
継
の
荷
役
を
す
る
所
で
あ
る
。
市
営

の
も
の
は
五
八
棟
、
有
効
面
積
一
八
万
四
、
八
七
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
（
表
５
）

②
荷
さ
ば
き
地

荷
さ
ば
き
地
は
貨
物
の
分
類
、
計
量
な
ど
を
行
う
場
所
で
、
各
ふ
頭
に

あ
り
、
別
表
に
示
す
よ
う
に
一
○
一
箇
所
、
総
面
積
は
七
一
万
○
、
九

六
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
（
表
６
）

③
荷
役
機
械

岸
壁
や
さ
ん
橋
の
貨
物
の
積
み
降
し
を
能
率
的
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い

●
地
区
編
●
付
康
ｌ
横
浜
港

Ｆ・‐・一心・一刊一‐午

荷さばき施設（山下ふ頭にて）

可
琴、

萱｛:士．.._

iiE9H
、

塗
7-玉

入

．‐却掬対斜一‐》

》；一口■一
●

人や自励車と比ぺろと大きさガントリークレーン

が判る

‐1--

ろ
な
機
械
が
設
備
さ
れ
て
い
る
。
一
時
間
一
万
九
、
二
六
五
ト
ン
を
処
理
す

る
大
型
荷
役
機
械
を
は
じ
め
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
固
定
式
・
軌
道
走
行
式
ク

レ
ー
ン
な
ど
で
大
小
二
、
’
一
九
韮
の
ほ
か
浮
起
孟
機
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

ク
レ
ー
ン
）
’
二
台
、
横
浜
市
所
有
の
飛
箪
物
川
橋
型
起
重
機
（
ガ
ン
ト
リ

ー
ク
レ
ー
ン
）
な
ど
多
く
の
機
械
類
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
表
７
）

な
か
で
も
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
降
し
に
使
用
さ
れ

て
い
る
□
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
に
四
十
三
年
三
月
、
｜
号
機
が
四
億
一
、
四
○

○
万
円
で
建
設
設
置
さ
れ
て
以
来
、
現
在
（
五
十
八
年
度
）
四
基
が
あ
る
、

吊
上
荷
而
三
○
・
五
ト
ン
、
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
降
し
の
時
間
は
平
均
二
・
五

分
、
横
行
の
速
度
は
一
分
間
に
一
六
○
メ
ー
ト
ル
、
数
多
い
コ
ン
テ
ナ
ク
レ

ー
ン
の
な
か
で
も
、
国
内
随
一
の
高
速
性
を
誇
っ
て
い
る
。

醗
副
生
野
艀
量
ｉ
噸

雰

蕊
上屋（山下ふ頭にて）

倉庫（新港ふ頭・新港橘わき

貯
木
場
（
昭
和
㈹
年
代
）
〈
具
道
正
一
氏
提

供
〉

□蕊》

。
②
Ｎ
や

瀞琵琶蕊



一
ロ
６
保
管
施
設

港
に
出
入
す
る
貨
物
を
船
に
積
み
込
む
前
、
或
い
は
陸
に
揚
げ
た
あ
と
保

管
す
る
施
設
の
こ
と
で
、
倉
庫
、
野
積
場
、
貯
木
場
な
ど
が
あ
る
。

Ⅲ
倉
庫
は
港
の
周
辺
に
集
中
、
公
営
と
民
営
と
あ
る
が
、
高
島
ふ
頭
の

国
立
第
四
号
倉
庫
（
｜
、
二
九
四
平
方
メ
ー
ト
と
の
ほ
か
多
数
の
民
営

倉
庫
（
面
積
合
計
九
六
万
八
、
九
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。

②
野
械
場
（
ふ
煎
川
地
）
は
屋
根
の
な
い
冊
場
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

③
貯
木
場
は
輸
入
さ
れ
た
原
木
等
を
保
管
す
る
施
設
で
、
水
深
の
浅
い

堀
の
織
造
と
な
っ
て
い
る
。
新
山
下
二
丁
目
に
あ
っ
て
、
水
門
の
内
側
九

万
八
、
二
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
保
管
堀
、
水
門
の
外
側
に
は
六
万
三
、

二
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
筏
溜
が
あ
る
。

ほ
か
に
金
沢
区
幸
補
の
金
沢
木
材
ふ
頭
に
は
貯
木
水
面
三
○
万
五
、
○

三
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
整
理
水
面
一
、
六
万
三
、
七
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル

が
あ
る
。

、
７
旅
客
施
設

旅
客
施
設
は
大
さ
ん
橋
ふ
頭
に
「
国
際
船
客
ク
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」
が
あ
っ

て
、
旅
客
の
各
種
手
続
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
観
光
客
の
便
宜
を
図
る

た
め
の
銀
行
、
案
内
所
、
売
店
な
ど
が
あ
る
。

ほ
か
に
自
走
式
渡
船
橋
（
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
ー
）
が
あ
る
。
三
十
九
年
九
月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
と
き
、
犬
さ
ん
橘
改
修
に
際
し
て
三
韮
建
造
さ

れ
た
。
客
船
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
二
階
デ
ッ
キ
に
直
接
つ
な
ぎ
合
せ
る
も
の

で
、
架
橋
の
長
さ
一
一
・
六
１
一
八
・
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
舷
門
の
高
さ
は

●
地
区
綱
●
｜
付
議
ｌ
横
浜
港

一
’
七
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
と
り
つ
け
可
離
で
、
本
体
は
ア
ル
ミ
製
、
重
量
一

二
ト
ン
で
あ
る
。

Ｃ
８
船
舶
役
務
用
施
股

船
で
使
う
燃
料
や
水
を
補
給
す
る
施
設
の
こ
と
で
、
給
水
栓
は
本
牧
ふ
頭

の
二
八
七
基
を
最
筒
に
し
て
、
各
ふ
頭
に
合
計
五
五
○
基
が
あ
る
。
給
水
能

力
は
一
時
間
平
均
約
三
○
’
八
○
立
方
メ
ー
ト
ル
、
自
動
給
水
機
は
四
基
、

二
八
○
立
方
メ
ー
ト
ル
を
穂
む
日
航
給
水
船
一
隻
が
あ
る
。
（
表
８
）

ｏ
９
臨
港
交
通
施
設

港
は
陸
と
海
と
の
接
点
な
の
で
、
港
の
施
設
を
と
と
の
え
る
と
と
も
に
、

貨
物
輸
送
の
た
め
の
鉄
道
、
道
路
、
橋
、
運
河
な
ど
を
整
備
し
て
、
十
分
な

機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
交
通
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ギャングウエー（犬さん橋ふ頭にて）

YＬ－ｒ…と

給水船（あびこ九）

○
ｍ
他
Ｊ



こ
の
う
ち
道
路
は
、
ふ
頭
の
な
か
の
道
路
も
当
然
に
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｏ
旭
港
湾
厚
生
施
設

港
に
は
一
万
四
、
○
○
○
人
の
船
の
乗
組
員
や
港
で
働
く
人
の
た
め
に
、

会
館
、
休
憩
所
、
宿
泊
所
、
住
宅
、
病
院
が
あ
る
。
（
表
９
）

こ
れ
ら
の
施
設
は
船
員
関
係
（
一
五
施
設
面
積
約
四
万
八
、
四
三
七
平
方

メ
ー
ト
ル
）
港
湾
労
働
者
関
係
（
四
九
施
設
約
一
一
万
九
、
一
一
三
平
方
メ

ー
ト
ル
）
と
に
分
れ
、
市
・
県
・
雇
用
促
進
事
業
団
、
厚
生
協
会
が
分
担
所

有
し
て
い
る
。
な
か
で
も
山
下
町
の
山
下
ふ
頭
港
湾
厚
生
セ
ン
タ
ー
は
三
、

二
七
Ｗ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
海
岸
通
の
横
浜
市
港
湾
労
働
会
館
は
一
、
八
四
○

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
な
か
で
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ⅱ
廃
棄
物
処
理
施
設

●
地
区
編
の
付
竃
Ｉ
横
浜
港

■
■
■
■
可
・
品

市立港湾病院

市立港湾労働会館

船
か
ら
出
る
不
要
の
油
（
廃
油
）
を
海
に
投
棄
す
る
こ
と
は
海
を
汚
濁
さ

せ
る
こ
と
か
ら
船
舶
廃
油
処
理
施
設
が
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、
廃
油
を
船
か

ら
受
け
と
り
、
油
と
海
水
を
分
離
し
て
、
海
水
だ
け
を
海
へ
も
ど
す
、
と
い

う
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
鶴
見
区
大
黒
町
に
所
在
、
四
パ
ー
ス
、
延
長
三
四

三
メ
ー
ト
ル
、
け
い
船
能
力
は
一
、
○
○
○
ト
ン
Ｉ
三
、
○
○
○
ト
ン
で
あ

る
。
廃
油
処
理
量
は
一
時
間
に
三
○
○
ト
ン
で
あ
る
。

Ｃ
海
洋
廃
棄
物
焼
却
場

港
内
や
、
海
に
浮
ん
で
い
る
ゴ
ミ
を
集
め
て
焼
却
す
る
施
設
で
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
金
沢
区
幸
浦
一
丁
目
に
あ
っ
て
、
焼
却
炉
二
基
を
備
え
一
日

四
五
ト
ン
を
焼
却
し
て
い
る
。

ほ
か
に
沈
船
処
理
焼
却
場
が
あ
っ
た
が
、
現
在
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

沈
船
処
理
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
六
章
元
町
・
石
川
地
区
で
も
ふ
れ
た

が
、
こ
の
焼
却
場
は
沈
廃
船
を
水
際
に
運
び
、
七
○
ト
ン
の
吊
ク
レ
ー
ン
に

よ
っ
て
海
上
か
ら
台
車
に
の
せ
て
、
長
さ
二
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
焼
却
炉
を
備
え
つ
け
た
も
の
で
、
一
五
○
ト

ン
の
は
し
け
な
ら
ば
六
時
間
で
灰
に
す
る
能
力
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
四
年

六
月
鶴
見
区
扇
島
の
東
南
端
、
約
四
、
四
四
○
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
頭
ｌ
各
ふ
頭
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
旗
っ
て
い
る
．

ア
本
牧
ふ
頭

横
浜
港
の
最
新
で
最
大
な
ふ
頭
で
新
山
下
及
び
小
港
町
の
地
先
に
あ

っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
着
工
、
四
十
五
年
に
完
成
し
た
。
主
に
北
ア
メ

本
牧
ふ
頭
管
理
事
務
所
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
会

○
ｍ
脚
か



■
｜
地
区
編
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ｌ
横
浜
港

リ
カ
航
路
の
船
が
着
く
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
。
Ｄ
の
四
つ
の
突
堤
か
ら
成
る
。
ふ
頭
面
積
一
八
五
・

五
へ
ク
タ
ー
ル
。
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ー
ス
・
上
屋
・
物
揚
場
な
ど
が
あ
る

ほ
か
、
港
湾
施
設
や
各
機
関
が
あ
る
。

Ａ
突
堤
は
そ
の
大
部
分
を
臓
浜
港
坤
頭
公
社
が
所
有
管
理
す
る
専
用

賃
し
の
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
で
、
南
側
は
貯
木
場
に
隣
接
し
、
水
道
局
の
船

舶
給
水
営
業
所
な
ど
も
あ
る
。
こ
こ
は
南
北
に
、
湾
岸
道
路
の
建
設
予

定
地
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
突
堤
は
本
牧
橋
に
よ
っ
て
Ａ
突
堤
に
つ
ら
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
部
に
は
横
浜
船
員
教
育
セ
ン
タ
ー
、
横
浜
船
員

セ
ン
タ
ー
、
水
上
警
察
派
出
所
、
税
関
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

監
所
が
あ
り
、
こ
の
ふ
頭
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
っ
て
い
る
地
点
に
、

市
本
牧
ふ
頭
管
理
事
務
所
、
横
浜
税
関
本
牧
出
張
所
そ
れ
に
京
浜
地
区

運
輸
事
業
、
横
浜
港
運
事
業
、
京
浜
国
際
貨
物
輸
送
の
各
協
同
組
合
が

あ
る
。
こ
の
地
域
の
南
側
は
港
湾
労
働
者
の
住
宅
、
マ
リ
ン
ハ
イ
ッ
の

地
域
に
接
続
し
て
い
る
。
東
側
隣
は
Ｃ
突
堤
で
、
こ
こ
に
臨
海
鉄
道
本

牧
埠
頭
駅
が
あ
る
。
二
本
の
引
込
線
が
あ
り
、
軌
道
は
突
堤
の
中
央
部

に
ま
で
入
っ
て
い
る
。

こ
こ
と
荷
さ
ば
き
地
（
一
○
号
）
を
は
さ
ん
で
Ｄ
突
堤
が
あ
る
。
Ｄ

突
堤
は
重
量
物
の
ふ
頭
で
あ
る
。
本
牧
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
南

側
は
港
湾
労
働
者
本
牧
共
同
住
宅
に
隣
接
す
る
。
Ｄ
突
堤
は
本
牧
埠
頭

の
最
大
な
部
分
で
、
北
側
に
五
○
五
メ
ー
ト
ル
の
本
牧
防
波
堤
が
突
出

し
て
い
る
。
こ
こ
は
コ
ン
テ
ナ
船
の
専
用
岸
壁
で
、
四
基
の
ガ
ン
ト
リ

－
ク
レ
ー
ン
と
コ
ン
テ
ナ
上
屋
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
テ
ナ
荷
役
の
た

め
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
海
上
保
安
部
の
本
牧
レ
ー
ダ
ー
局
、

監
所
、
港
湾
カ
レ
ッ
ジ
、
単
身
者
住
宅
が
あ
る
。

こ
れ
に
隣
接
し
て
本
牧
建
材
ふ
頭
、
新
建
材
バ
ー
ス
、
港
湾
施
設
で

は
な
い
が
海
づ
り
施
設
が
あ
る
。

こ
の
Ｄ
突
堤
の
東
側
で
は
、
本
牧
ふ
頭
建
設
事
業
が
昭
和
五
十
年
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
外
国
貿
易
の
定
期
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
化

や
ふ
頭
用
地
の
不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
、
コ
ン
テ

ナ
ヤ
ー
ド
や
セ
メ
ン
ト
パ
ー
ス
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
公
園
・
緑
地
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
ふ
頭
用
地

二
六
・
七
へ
ク
タ
ー
ル
、
港
湾
関
連
用
地
一
九
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
公

ケ
ユ
ゼ
セ
ら
・
虹
奄
奄
己

【51,．

;6

810
孝・,五

値§

横浜税関本牧出張所

←

神奈川臨海鉄道本牧埠頭駅

ｌ
左
は
Ａ
突
堤
、
右
は
Ｂ
突
堤

鐘i1塁111iii11銭iiigj《 一一一理
》．
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園
・
緑
地
二
○
・
九
へ
ク
タ
ー
ル
、
そ
れ
に
道
路
部
分
四
・
二
へ
ク
タ

ー
ル
を
埋
立
に
よ
っ
て
造
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
山
下
ふ
頭

山
下
公
園
の
東
隅
か
ら
海
に
突
出
た
ふ
頭
で
、
氷
川
丸
の
右
舷
か
ら

よ
く
見
え
る
。
昭
和
二
十
八
年
赫
工
、
三
十
八
年
に
完
成
し
た
。
完
成

当
時
は
東
洋
一
の
規
模
を
ほ
こ
る
近
代
的
ふ
頭
で
あ
っ
た
が
現
在
は
、

本
牧
ふ
頭
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
て
い
る
。
市
営
の
上
屋
が
各
パ
ー
ス

毎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
社
の
倉
庫
が
多
い
。
ふ
頭
面
積
四
六
・
九

へ
ク
タ
ー
ル
、
市
山
下
ふ
頭
事
務
所
、
臨
海
鉄
道
山
下
埠
頭
駅
、
厚
生

セ
ン
タ
ー
、
受
電
所
な
ど
が
あ
る
。

お
お

ウ
大
ざ
ん
橋
ふ
頭

←

lliiiiiiii露iiiiiiiiiii一
議

山下ふ頭人口

山下ふ頭

1111

横
浜
港
の
な
か
の
玄
関
的
な
存
在
で
、
開
港
広
場
の
先
に
海
に
向
っ

て
一
直
線
に
つ
き
出
た
突
堤
と
新
港
ふ
頭
を
結
ぶ
ふ
頭
か
ら
成
る
。
明

治
二
十
一
一
年
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
最
古
の
ふ
頭
で
古

く
は
東
西
波
止
場
、
又
は
西
波
止
場
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
、
戦
後
、
接

収
中
は
サ
ウ
ス
・
ピ
ア
ー
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
現
在
、
大
桟
橘
と
呼

ば
れ
る
の
が
杵
通
で
あ
る
。
面
積
は
ふ
頭
の
な
か
で
も
小
さ
く
七
へ
ク

タ
ー
ル
。

こ
こ
は
世
界
の
客
船
と
い
わ
れ
る
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
号

も
接
岸
す
る
。

周
辺
に
は
横
浜
税
関
、
横
浜
第
二
港
湾
合
同
庁
舎
、
水
上
警
察
署
、

税
関
監
所
、
旅
具
検
査
場
の
ほ
か
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
ピ
ル
、
大
さ
ん
橋
総
合

大さん橋入１１

昼さがりの大ざん橋

Ｃ
②
脚
⑬



の
一
地
区
編
一
の
一
付
章
Ｉ
横
浜
港

ビ
ル
、
そ
の
わ
き
に
は
横
浜
港
通
船
発
着
所
や
舟
だ
ま
り
が
あ
る
。
向

い
側
に
は
税
関
本
関
船
員
詰
所
、
横
浜
市
大
さ
ん
橋
ふ
頭
事
務
所
、
上

屋
に
は
国
際
船
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
西
波
止
場
護
岸
の
先
端
に
西

波
止
場
通
船
待
合
所
が
あ
る
。

エ
新
港
ふ
頭

万
国
橋
に
よ
っ
て
海
岸
通
、
新
港
橋
に
よ
っ
て
大
さ
ん
橋
ふ
頭
に
そ
れ

ぞ
れ
接
続
し
て
い
る
。
こ
の
埠
頭
に
は
新
港
町
の
町
箱
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
地
番
は
な
く
、
い
ず
れ
の
施
設
所
在
地
も
「
無
番
地
」
で
あ

る
。
北
東
に
二
本
、
北
西
に
一
本
の
突
堤
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三

十
三
年
に
着
エ
、
大
正
五
年
に
完
成
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
復
旧
工
事
や

拡
張
工
事
を
重
ね
て
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
面
積
二
六
・
○
九
へ
ク
タ

鍛鍵iiiiii鑿

今に名が残る西波止場

|iiliiiiiiilllllIllliii蕊
大さん橋入口から左手には戦前の港のおもかげを残す
建物がいまだに健在である

Ｃ
ｌ
ルこ
こ
に
も
市
営
上
屋
の
ほ
か
各
社
の
倉
庫
が
多
い
。
ふ
頭
内
に
は
横
浜

第
一
港
湾
合
同
庁
舎
（
関
東
海
運
局
）
横
浜
税
関
輸
出
入
貨
物
検
査
所
兼

庁
舎
、
旅
具
検
査
場
、
横
浜
市
新
港
ふ
頭
事
務
所
、
新
港
ふ
頭
万
国
橋
共

同
事
務
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
国
鉄
の
貨
物
線
（
高
島
支
線
）

が
引
か
れ
て
い
る
。

ふ
頭
内
の
煉
瓦
一
・
二
号
上
屋
は
一
一
一
層
式
（
三
階
）
明
治
四
十
四
年
の

建
設
の
も
の
で
、
日
本
瓦
葺
き
赤
レ
ン
ガ
造
で
、
か
っ
て
、
貨
物
輸
送
の

主
力
、
馬
力
車
の
積
み
降
し
の
利
便
を
図
っ
た
一
階
低
床
の
石
の
エ
プ
ロ

ン
な
ど
、
明
治
の
お
も
か
げ
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

こ
の
新
港
ふ
頭
も
将
来
は
横
浜
市
の
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
計
画
（
み

饗璽ご口瀞

第２港濟合同庁舎と税関監所，水上警察署（左）

齢
菱ｏ
園

旅具検査所と船だまり

船
員
待
合
所
（
．
〈
イ
ロ
哩
卜
ピ
ル
） liliiliiiiIllilll1l|lllIIIlIl1iiiiliil

篝111il蕊!i蕊i鐙i6JAj1l11jIl1li讓篝鑿
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な
と
み
ら
い
型
計
画
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
都
心
機
能
の
集
積
と
一
体
化

さ
せ
、
市
民
的
港
湾
機
能
を
整
備
し
、
港
湾
の
中
枢
管
理
機
能
を
集
積
・

強
化
す
る
一
環
の
土
地
に
な
る
こ
と
に
な
る
。

オ
高
島
ふ
頭
（
西
区
）

二
本
の
さ
ん
橘
か
ら
成
る
ふ
頭
で
、
一
、
二
号
さ
ん
橋
は
大
正
十
年

か
ら
昭
和
八
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、
三
号
さ
ん
橋
は
昭
和
二
十
九
年

に
完
成
し
た
。
ふ
頭
面
積
七
・
九
へ
ク
タ
ー
ル
、
運
輸
省
第
二
港
湾
建

設
局
、
横
浜
税
関
高
島
出
張
所
、
市
の
高
島
ふ
頭
事
務
所
な
ど
が
あ
る
。

主
に
東
南
ア
ジ
ア
航
路
の
船
舶
が
発
着
。
ま
た
大
鳥
ゆ
き
の
客
船
も
発

着
す
る
。

力
山
内
ふ
頭
（
神
奈
川
区
）

卜I火の橘は万国橋新港ふ頭遠望（右手）

塁？

，Ｉ
ＪＤ

ｉＨｙ１
少

＝夢←

〆,』

鮎
ゴラ翼

認麹！
新港ふ頭岸壁，右は上屋

iliiii,Iiliiiiiiiilllllll

一
区
画
そ
の
も
の
が
ふ
頭
で
、
昭
和
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
建
設

さ
れ
た
。
ふ
頭
面
積
二
・
六
へ
ク
タ
ー
ル
。
横
浜
市
中
央
市
場
の
所
在

地
で
、
新
仲
卸
棟
、
青
果
部
卸
売
場
な
ど
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
中
近
東

方
面
の
航
路
の
船
舶
等
が
発
誇
す
る
。

キ
出
田
町
ふ
頭
（
神
奈
川
区
）

こ
こ
も
一
区
画
そ
の
も
の
が
ふ
頭
で
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
二
十
八

年
に
か
け
て
ニ
パ
ー
ス
、
三
十
二
年
か
ら
一
一
一
十
七
年
に
さ
ら
に
ニ
パ
ー

ス
が
建
設
さ
れ
た
。
ふ
頭
面
積
九
・
四
へ
ク
タ
ー
ル
。
市
環
境
事
業
局
、

日
本
電
信
電
話
公
社
が
あ
る
。
バ
ナ
ナ
・
木
材
を
主
に
扱
っ
て
い
る
。

ク
端
穂
ふ
頭
（
神
奈
川
区
）

横
浜
航
路
の
先
端
に
向
っ
て
一
直
線
に
延
び
た
ふ
頭
で
、
大
正
十
四

新港ふ頭の引込線一正而仕煉瓦倉庫

蕊蕊蕊Ｉ
煉瓦倉庫

。
⑫
凶
。
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年
に
茄
工
、
日
本
陸
軍
に
供
用
さ
れ
つ
つ
昭
和
二
十
年
に
よ
う
や
く
完

成
し
た
が
、
終
戦
と
と
も
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い

る
。
ふ
頭
面
積
三
一
・
五
へ
ク
タ
ー
ル
。

ケ
大
黒
ふ
頭
（
鶴
見
区
）

台
型
を
し
た
ふ
頭
で
、
昭
和
四
十
六
年
に
工
事
を
開
始
、
五
十
八
年

に
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
現
在
外
国
貿
易
の
不
定
期
パ
ー
ス
、
｜
般
定

期
船
パ
ー
ス
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
（
ニ
パ
ー
ス
）
大
型
内
航
パ
ー
ス
が
使

わ
れ
て
い
る
。
面
穣
一
九
○
・
三
へ
ク
タ
ー
ル
、
島
式
の
ふ
頭
で
あ
る

た
め
大
黒
町
と
は
大
黒
大
橘
で
結
ん
で
い
る
。
こ
の
ふ
頭
は
取
扱
貨
物

丑
の
墹
大
と
、
コ
ン
テ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
輸
送
革
新
に
対
処
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
な
お
工
事
中
で
あ
る
、
吉
た
高
速
大
黒
線

と
東
京
湾
環
状
線
と
が
合
流
す
る
の
も
こ
の
ふ
頭
の
中
央
部
で
あ
り
、

東
京
湾
環
状
線
を
さ
ら
に
延
伸
す
る
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
本
牧
ふ
頭
Ａ
突

堤
に
向
っ
て
譜
工
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
ふ
頭
は
、
い
責
休
み
な
く
稼
働
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

活
動
こ
そ
、
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
。
貿
易
動
向
に
つ
い
て
は
、
専

門
書
に
譲
る
が
、
横
浜
税
関
発
行
の
資
料
を
末
尾
に
減
せ
た
の
で
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

○
ｍ
ｗ
牌
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白
い
ポ
ー
ト
の
う
へ
の
薄
桃
色
の
パ
ラ
ソ
ル
。

パ
ラ
ソ
ル
の
か
げ
の
真
黒
な
眼
。
真
赤
な
唇
。

水
に
浮
ん
だ
白
い
ポ
ー
ト
。

日
が
射
し
た
五
月
の
海
上
。

Ｏ
詩
一
編
Ｉ
織
浜
港
の
入
口
に
、
近
く
壮
大
な
ベ
イ
プ
リ
ヅ
ジ
が
姿
を
現

す
と
き
、
新
し
い
光
景
が
演
出
さ
れ
、
港
は
ま
た
一
段
と
そ
の
巨
大
さ
を
増

す
は
ず
で
あ
る
。

い
ま
私
ど
も
は
航
空
写
真
で
つ
ぶ
さ
に
港
を
腋
鰍
す
る
と
き
、
ゴ
ッ
ゴ
ッ

と
突
き
出
た
突
堤
、
数
多
く
の
上
屋
、
倉
庫
、
物
揚
揚
、
そ
し
て
荷
さ
ば
き

地
な
ど
、
そ
こ
に
は
汐
の
香
と
、
人
間
の
労
側
の
汗
の
臭
い
と
が
匂
っ
て
く

る
。ヨ
コ
ハ
マ
の
海
と
港
は
、
画
題
や
創
作
に
永
遠
の
テ
ー
マ
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
の
ヨ
コ
ハ
マ
の
海
と
、
ミ
ナ
ト
を
し
の
ぶ
も
の

と
し
て
詩
一
編
を
あ
げ
て
お
く
。

●
地
区
編
①
付
末
Ｉ
横
浜
港

塾
一
一
節
ｏ
海
景

海
景

柳
沢
健

青
い
水
の
燦
き
が
、
ち
ら
ノ
ー
あ
な
た
の
顔
に
う
つ
る
。

何
と
い
ふ
美
く
し
い
色
合
。
舷
ゆ
そ
う
に
私
を
見
る
そ
の

価
。

桟
橋
の
大
き
な
船
は
、
私
の
好
き
な
エ
ム
ル
・
シ
ア
。

あ
の
形
姿
、
あ
の
色
合
、
あ
の
釣
合
、
ま
る
で
壮
麗
な
軍
艦

の
や
う
。

睨
ん
で
は
い
な
い
、
オ
ー
ル
を
持
っ
て
ゐ
る
の
は
私
。

兎
に
角
こ
の
海
で
は
、
私
の
方
が
強
い
ん
だ
か
ら
。

五
月
の
海
上
に
、
あ
の
真
白
い
海
鳥
の
群
を
見
る
快
さ
。

あ
上
、
あ
の
青
に
映
る
あ
の
雪
白
！
あ
な
た
の
半
襟
よ
り

た
し
か
に
い
人
模
様
。

ね
、
あ
の
山
の
上
の
建
物
が
、
仏
蘭
西
コ
ン
シ
ュ
ー
ル
館
。

ト
リ
ゴ
、
ｌ
ル

ぴ
ち
ぴ
ち
す
る
三
農
ｌ
さ
あ
、
｜
っ
マ
ル
セ
ー
ズ
を
歌

っ
て
御
覧
。

い
い
流
。
し
か
し
、
発
簑
す
こ
し
い
け
な
い
．
Ｉ

お
や
、
大
変
な
海
鳥
。
ま
る
で
新
し
い
塩
の
や
う
に
真
白
。

。
“
い
つ
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微
笑
む
太
陽
、
さ
Ｈ
め
く
微
風
、
そ
れ
な
の
に
、
呪
ん
で
ゐ

る
あ
な
た
。

そ
ら
、
う
っ
か
り
す
る
と
水
路
だ
。
汽
船
の
通
る
路
だ
。

塵
ん
い
一
つ

黄
金
色
が
海
面
に
燦
ゆ
い
の
で
、
私
で
さ
へ
も
眼
が
迷
ふ
。

な
に
、
あ
な
た
が
濟
ぐ
？
間
達
い
て
い
け
な
い
。竹
』
や

こ
こ
は
海
だ
。
深
い
海
だ
。
ま
あ
、
あ
な
た
の
花
來
な
腕
を

御
覧
。

う
減
き

い
’
二
気
持
。
貴
婦
人
の
主
ニ
ヘ
だ
が
、
私
は
上
衣
を
脱
ぎ

が
い
ぼ

酒
が
う
か
。
兎
Ｊ
ｂ
角
泓
ロ
海
躍
ま
で
行
っ
て
見
よ
う
。

あ
そ
こ
か
ら
、
横
浜
を
眺
め
や
う
。
ふ
た
り
の
横
浜
を
。

風
が
止
ん
だ
ね
。
す
こ
し
温
か
す
ぎ
る
ね
。
一

に
も
う
す
い
汗

オ
ー
ル
を
握
っ
て
ゐ
た
私
の
手
に
も
、
そ
ら
、

ず
ゐ
分
の
汗
。

私
は
、

お
上
、

ま
す
。

あ
上
し
た
船
を
見
る
と
、

ノ
フ
ン
シ
キ
ー
、
‐

大
城
廓
！
海
の
幻
！

胸
が
一
杯
に
な
る
。

巨
き
な
彫
刻
！

あ
な
た
の
小
鼻

海
塗
ま
で
は
も
う
す
こ
し
だ
。
手
も
疲
れ
口
も
疲
れ
た
。

一
寸
オ
ー
ル
を
と
蟹
ぬ
て
Ｉ
さ
あ
、
持
っ
て
来
た
メ
ロ
ペ
－
ゼ

ン
を
一
つ
願
ひ
ま
す
、
そ
れ
と
も
な
ん
な
ら
あ
な
た
の
臣
昌
、
の
Ｈ
を
…
…

お
っ
と
一
揺
れ
ｌ
闘
い
波
．

フ
ー
ク

そ
れ
か
ら
手
丈
へ
の
埠
頭
の
川
の
は
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ

ク
の
英
国
領
事
館
。

そ
の
か
げ
が
外
国
郵
便
課
。
そ
れ
か
ら
米
国
領
事
館
の
星
条

旗
に
白
煉
瓦
の
三
井
物
産
。

そ
ら
、
ま
あ
そ
こ
を
御
覧
。
野
毛
山
の
噴
水
の
や
う
に
湧

き
立
つ
新
緑
。

あ
の
続
き
の
高
台
に
は
、
あ
な
た
の
別
荘
。
そ
の
む
か
う
が

私
の
家
。

分
」
ん
ぷ
ん

（
午
後
の
太
陽
は
海
景
一
一
町
に
舷
ゆ
き
金
粉
を
散
ら
す
）

（
詩
集
「
海
港
』
）

◎
生
四
コ



付
録
横
浜
港
の
港
別
貿
易
動
向

昭
和
五
十
七
年
の
横
浜
港
の
輸
出
額
は
、
七
兆
二
、
四
八
六
億
円
、

前
年
比
二
・
三
％
増
で
前
年
に
引
き
続
き
七
兆
円
の
大
台
に
乗
せ
史
上

最
高
を
記
録
し
た
も
の
の
、
伸
び
率
は
大
幅
に
鈍
化
し
、
三
年
ぶ
り
に

一
桁
台
の
伸
び
と
な
っ
た
。

一
方
、
輸
入
額
は
、
二
兆
六
、
九
四
七
億
円
、
前
年
比
三
・
八
％
で

前
年
の
不
振
か
ら
増
勢
に
転
じ
、
過
去
最
商
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
横
浜
港
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
、
輸
出
は
二
一
・
一

％
台
を
占
め
、
前
年
（
二
一
・
二
％
）
を
○
・
一
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た

が
、
昭
和
四
五
年
以
来
連
続
し
て
首
位
の
座
を
保
っ
て
い
る
。
一
方
、

輸
入
は
八
・
三
％
と
前
年
と
変
ら
ず
、
昭
和
五
十
五
年
以
来
三
年
連
続

し
て
千
葉
港
に
次
い
で
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

商
品
別
で
見
る
と
輸
出
は
、
主
力
商
品
で
あ
る
自
動
車
が
欧
米
向
け

口
主
規
制
に
加
え
、
世
界
的
な
景
気
停
滞
で
台
数
で
は
二
年
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、
価
額
で
は
一
桁
台
の
伸
び
を
維
持
し
た
。
ま

た
、
好
調
を
続
け
て
き
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
、
年
後
半
、
主
力
の
Ｅ
Ｃ
向
け
を

中
心
に
伸
び
は
鈍
化
し
た
が
、
通
年
で
は
年
前
半
の
高
い
伸
び
に
支
え

ら
れ
数
量
、
価
額
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
最
高
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
で

は
、
事
務
用
機
器
が
好
調
な
伸
び
を
み
せ
、
金
属
製
品
、
写
真
用
フ
イ

ル
ム
・
プ
レ
ー
ト
は
順
調
な
伸
び
と
な
り
、
建
設
・
鉱
山
用
機
械
、
ポ

ン
プ
・
遠
心
分
離
機
も
増
加
し
た
。
半
面
、
科
学
光
学
機
器
が
複
写
機

の
不
振
で
七
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
の
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
受

⑪
地
区
編
⑩
付
章
ｌ
横
浜
港

一
方
、
輸
入
は
、
首
位
を
占
め
る
原
・
粗
油
が
石
油
需
要
の
減
退
等

か
ら
、
数
量
で
一
○
年
連
続
し
て
前
年
を
下
回
っ
た
が
、
価
額
で
は
円

安
か
ら
一
桁
台
の
伸
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、
石
油
ガ
ス
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
増
加
で
堅
調
な
伸
び
を
み
せ
、
魚
介
類
は
え
び
の
好
調
で
前

年
を
大
き
く
上
回
り
、
電
気
機
器
、
コ
ー
ヒ
ー
・
コ
コ
ア
、
乗
用
車
は

い
ず
れ
も
順
調
な
伸
び
と
な
っ
た
。
半
面
、
非
鉄
金
属
は
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
・
同
合
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
銅
・
同
合
金
、
す
ず
・
同
合
金

の
不
振
が
響
い
て
前
年
に
引
き
続
い
て
減
少
し
、
ま
た
、
石
油
製
品
、

小
麦
、
天
然
ゴ
ム
も
前
年
を
下
回
り
、
船
舶
は
激
減
し
た
。

地
域
（
国
）
別
に
み
る
と
輸
出
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
Ｅ
Ｃ
、
東

南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
は
、
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
あ
っ
た
前

年
の
記
録
を
更
新
し
た
。
ア
メ
リ
カ
（
一
兆
七
、
一
四
○
億
円
、
九
・

四
％
増
）
は
自
動
車
が
台
数
減
な
が
ら
価
額
で
増
加
し
、
ま
た
、
事
務

用
機
器
が
好
調
な
伸
び
を
み
せ
、
東
南
ア
ジ
ア
二
兆
七
、
五
五
四
億

円
、
四
・
三
％
増
）
は
一
般
機
械
、
電
気
機
器
が
増
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

前
年
に
引
き
続
い
て
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
中
近
東
（
’
兆
六
一
八
億
円

四
・
四
％
増
）
は
自
動
車
が
好
調
で
前
年
を
上
回
っ
た
が
、
共
産
圏

（
三
、
六
九
八
億
円
、
’
三
・
八
％
減
）
は
一
般
機
械
、
電
気
機
器
の

不
振
で
二
桁
台
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
（
横
浜
税
関
『
外
国
貿
易
表
』
）

像
機
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
、
金
属
加
工
機
械
が
い
ず
れ
も
落
ち
込
み
を
み

せ
、
加
熱
・
冷
却
用
機
器
、
電
気
回
路
用
機
器
、
船
舶
も
不
振
と
た
つ

たせ
｡、

。
⑭
〕
⑫
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年別貿易額表

ｱク年６
１
１
２
３
１
１
２
３

治
応

麺
麺
迩

元
塵

，
，
９
９
？
？
■
？

□
』
ワ
】
４
段
ハ
ペ
）
。
）
貝
Ｊ
〈
、
）
行
、
）

８

[)４１９〔】

明治］

２

３

４

５

Ｉ
，
，
？
フ

ハ
ペ
〉
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｖ
、
／
』
１
上

193.4

163.1

65.0

119.4

107.-1

83.5

127.8

７６．６

１１９．４

１１９．９

１００．２

１１１．１

８５．２

９４．４

96.6

104.3

98.9

109.6

１３７．７

Ｌ17.7

１０１．Ｃ

123.6

７７．０

１１３．３

Ul

L｣ ３３．（R４１７８Ｃ

【
】

８
II

L｣

､3.8

１

６
７
８
９
Ⅲ

1５，

１３，

１２，

２１，

１５，

､３４１８ 。

６１７３.Ｃ

日
】

９
９
ブ
リ
９

兵
〉
ｎ
印
）
○
○
１
人
〈
ｂ

１
Ｌ
１
▲
Ｔ
几
⑰
△
、
色

１
◎
】
３
４
５

１
１
１
１
１

【)’９７．ｔ
L】

ヨー３９５１１０(］田811ソＣ・Ｕ

)５９１１［

ｆ
ｐ
９
９
ｙ

行
、
）
１
人
４
㎡
１
▲
ｎ
Ｕ

の
凸
。
△
○
二
ｎ
ｏ
刈
吐

8１９６

〈
、
庁
Ｊ
（
ひ
０
）
ｎ
Ｕ

１
－
１
１
１
２

「1

1｣

、

し

「1

L｣

)．ｌ６ＩｉｌＣ

、８１１（ r1
L」

4０，

４１，

３２，

４９，

６１，

１
２
３
４
５

２
２
２
２
２

【】

【
】

B６２１１Ｃ

､．⑪IＣｌｌｌＥ Ｍｌ８(］

5511124.21３１．３２９１１０８．１１９１．１０３１１１４．６１71.326

鰯
36,305

50,447

56,096

７２，８０４

１１５．６

１３９．０

１１１．２

１２９，８

８９，７１３

113,246

136,112

117,843

Ｆ
Ｄ
ｏ
】
ｏ
】
〈
ｂ

の
●
●
０

（
ひ
く
ｂ
（
Ｕ
〈
０

０
）
ワ
】
ワ
】
（
Ｕ

１
『
１

５５，

７３，

７４，

６１，

７
３
１
８

■
●
●
●

９
ワ
】
６
２

８
３
１
７

１
１

６
７
ｎ
ｏ
９

２
２
２
ｏ
］

（
Ｕ
〈
０
ｏ
】
（
Ｕ

口
上
１
△
０
】
ｑ
》

ワ
】
〈
Ｕ
戸
ｌ
く
り

。
⑭
］
◎
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噸
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区分
横浜港 全

爾i而雨iZi三IEnmi

国

前年比

影
１２７．７

輸出｜前年比｜輪入｜前ｲ1二比 入年

千'１１
２１９，３０１]､７０１１１７４＿（

SC

O８

r1
L｣ 277.502 126.5【ｌｌｆ

220,402 79.4

］lＣ 2８７．２６０１２Ｃ 130.3

８９．１255.817

Ｆ１

ｕ【)ｌＩｊｌｌＣ ０３１１(】 271.731 106.2

ii2illNlF
rl

L」

、

L」 317.136 116.7

271.361lＯ

ＤＣ

117.1

488.538 131.6

１１期}::i：
18.78 85.7

494.467 1１８．１
ｎ
ｂ－Ｉ

９０，６Ｃ

Ｄ５．１（ 菱lIi
８８．２436.257

ｎ
Ｎ
』
【
』

90.4０７．ｂ

09.2

013

394.199

464.23 117.8

|H1･Ｃ 513.806 1１０．７

618.992 120.5
｢'

Ｌ

Ｅ
Ｃ

Ｃ
』

７
０

｢U

ld 729.432 117.8

Fｌ５－Ｃ 595.736 ８１．７９１，１Ｃ

Ｏ８－３〔 89.4532.45Ｃ

756.428 1４２．１

[】６５１１３４．０１２８７．２６Ｆ 136.【1.035.８１１603

962

098

、
－
し
、
‐
Ⅲ

s１ｆ

０１Ｅ

1.668.144 161.0

可
Ｉ

１
Ｊ

2.173,460 130.3

).（】 2.336.175 107.5

６９．１1．６１４，１５５

.】

1.890.308 1１７．１

０
８

Ｕ
（
】
し
仮
／
』
の
Ⅱ

。
〈
ｈ
〉
７
０
（
Ｕ

ユ
〈
〔
】
〔
ｈ
Ｕ
、
り

1．９８２．２３１ 104.9

2.453.402 123.8

;|l:ｌｌｉ
807,035

305.59Ｃ 2.572.658 104.9

50,36〔

49.0Ｍ

2.377.484 92.4

謡|]：
88.7

97.4

99.Ｃ

Ｏ９Ｃ

2.179.15 91.7

2．１９６．３１５ 100.8

2.216.24 100.9

Ｈ
】５１．５ｂ７１１(］ 【
】
４
Ｊ
二
。

69.81．５４６，０７１

1,235.67 79.9

０
０
０
ｔ

７
０
０
９

【
】
【
】
】
［
】

1.431.461 115.8【)９１１０８.l

iill:，ｆ
2.917.22Ｃ 133.9

2.282.60 1１９．１

2,472.23 108.3

2.763.681 １１１．８rl

LJＪｊｏＤＯ畠

300,0Ｃ

581,06

95097

136.93.783.17

2．６６３４３７ 70.439.6ＪｑｊｏＣ

05.F 109.52.917.641

959,5261100.911,096,6991118.013,655,8501102.213,452,7251118.31５

○
ｍ
や
。
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横浜港 全 国

年、｜輪出|前年比|輪入|前年比|輪出|前年比|輪入|前{｢比
｢、、

千四
0.86§

’＠

34°Ｃ

【】
【］

[)’１０

９８，１g

ｎＱＱｍ

P1

Ld

;:|;計ｌ１

ｕ
/ＭＣ 956.599

997.7

180,1

,148.6

＞ＱＯロ 1雛'1灘'1１
０６

２６

ｍ｡

【
】 ＱＱＵ･ｄＵｌ

r可

L■

ＤＣ「うじ

900.F

Ｆ１

L｣ ９８，８２

２０４@

日
』

ｒ
Ｌ

|蕊

９
８
９
３

９
１
９
０

:311饗
;菱:菱|蔓

、
）
５
，

１
人
Ｐ
し
Ｒ
ｕ
（
し
）
田
山

、
〉
貝
叫
Ｏ
ｏ
句
凸
ｎ
ソ

分
り
り
り
■

ｎ
Ｕ
ワ
］
－
０
Ｑ
Ｕ
１
１

Ｒ
ｕ
ｎ
Ｊ
１
１
一
，
１
？
】

、
－
し
〔
】
】
ｎ
ｌ
Ｕ
［
‐
』

蝋
l膿灘lｉ

４
割
お
し
川
邑
〔
院
〕
句
ｊ

ｎ
Ｕ
（
ｕ
Ｊ
ｎ
皇
司
几
、
Ｕ

勺
０
〈
Ⅲ
〉
（
ｕ
Ｊ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
⑪

，
■
？
■
■

切
．
】
の
ア
〕
イ
ュ
一
Ｒ
ｕ
〈
ｎ
｝

医
Ｕ
４
生
ｎ
Ｗ
）
〔
ｕ
）
１
人

１
人
三
〕
ｎ
Ｊ
①
Ｆ
】
Ｒ
リ

１
Ｊ

90Ｃ

396

ロ
ロ
』
〔
ｌ

■
■
一

△
ヘ
リ
、
ろ

28,227,811

00,207,376

35,711,007

20,711,394

56.709.271 １１灘lＩ
辻，０

９．８

６
０
４

９
４
Ｊ

8．８６

1識|蝋ｌｌｊｉ蝋lｉ襲蕊llilll

灘織Ｉ

ｊ
０
』
‐
ハ
ヨ
【
い
し
、
ロ
（
ｂ

ｎ
Ｕ
〔
×
〕
（
〔
』
〈
へ
』
〒
１

lJjilililllJlL

ご
ｎ
Ｕ
ｑ
Ｕ
ワ
】
（
ｈ

４
月
Ｊ
〈
Ｕ
ｑ
）
Ｑ
呼

当
７
９
４
－
日
幻

｝蝋Ii蝋ｉｉｉ
〕8４，００

２４８６４

８ ３９５，１３も

705,322

165.ＯＯＣJＯＯｌｌＯＬＣ

(横浜税関『外国貿易表』）

。
⑭
（
門
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表：１港湾施設概要表

’水域施設一|-航路
一はく地

琵
攝
晶
四
臣２外かく施設

､Ⅷ…職
標
地

壁
艫
場
屋
賎
辨
庫
場
場

い
場
さ
役
積
木

岸
け
物
上
荷
荷
倉
野
貯

一
ｌ
」
ｌ
ｌ
ｒ
｝
し
’
’
十
Ｌ

謡
設
設

施
施
き
施

留
ぱ
管

い
さ

け
荷
保

４
５
６

７族客施設一国際ターミナルピル

８船舶役務用施設-｢給油施設
一給水施設

,臘繼誕邇施設-'二鯛蔦臘
－食堂・休憩所

､……-LA獺“

………‐E鱗:。

誕
船
地
場
所

趨彌靜韮總
瓠
舂
誇

”
“
癖
整
麺
蕊
湾
湾
港
港

１
１
２
３

。
ｍ
や
い
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表：２外かく施設

(昭和58年４月現在）

表：３－１岸壁（大型けい船岸壁）

公共ふ頭 (昭和58年７月現在）

。
⑭
一
山

名称 延長(、）
エプロン巾

(、）
所定水深

(、）
けい船能力
(トン）

パーース数 備考

山下ふ頭 1，８６０ １８．０～23.0 10.0～12,0
20,000
15,000

１
９

犬さん橋ふ頭 966 14.0～17.0 10.0～12.0 10,000 ６

60,000トン級１パー
スとして使用する場
合もある。

新港ふ頭 1,783 7.0～１４．０ 7.2～10.2

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

Ｊ
Ｄ
Ｂ
９
■

０
５
０
４
３

２
１
１

１
１
６
２
１

うち７号岸壁は米軍
使用中

高島ふ頭 ８８８ 3.0～11.0 7.3～10.0

５
６
３

１

OOO

OOO

OOO

２
２
２

内ふ頭 ４０２ ９ 8.0 6,000 ３

山田町ふ頭 ５２０ １０．０～１５．０ 7.5 5,000 ４

瑞穂ふ頭 1，２５９ 9.0～10.0
15,000

8,000

【
、
Ｏ
］ 米軍全面使用

本牧ふ頭 5,620 １０．０～20.0 5.0～12.0
1５

２

OOO

OOO

２７

１

コンテナーバース３
ﾉゼース

金沢木材ふ頭 1８５ 12.0 1２．０ 1５ ０００ １ 木材船

大黒ふ頭 ７６０ 20.0 7.5～12.0
3０

０

OOO

OOO

１
４

本牧公社ふ頭 １．１００ 20.0 12.0
3５

２５

OOO

OOO

２
２ コンテナーパース４

ノマース

大黒公社ふ頭 2,200 20.0～40.0 10.0～12.0
3５

１５

OOO

OOO

２
８ コンテナーパース２

'ぐ一ス

船舶廃
処理施扁

皓
凹
瓜
し
■
×

343 4.6～５．９

３
１ OOO

OOO

１
２

計 17,886 1,285,000 9８

名称 延長(、） 構造 名称 延長(、） 構造

北堤 867
コンクリート函塊
方塊

大黒防波堤 1，６１２ コンクリート函塊

北水堤 1，２４１
コンクリート・ケ

－ン造
大黒ふ頭船溜波除
堤

５９７

大さん橋５号護岸
波除堤

1１１ コンクリート方塊 |繍砺鑑
頭東

690

象の鼻護岸波除堤 1０３ 〃 〃東(外)防波堤 ５６５

本牧ふ頭２号３号
波除堤

5０ 〃 〃 西防波堤 835

４号５号 262 鉄筋コンクリート 〃 中仕切堤 550

６号７号 261 ﾊﾞク

本牧防波堤 ５２５ 〃 計 8,269
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表：３－２専用岸壁

(昭和58年６月現在）

｡Ｌ・Ｉ』 0.00〔

[］

■
０

Ｆ
」

]0.ＯＯＣ

DO-OOC

＊中区以外は省ＩＭＩ

表：４けい船浮標

(昭和58年４月現在）

DＯＣ

0

DOC

DＯＣ

DＯＣ

DＯＣ

DOC

１
Ｊ

、.（】

DＣ

。
⑭
一
一

名称
延長

(、）
水深

(、）
接岸能ブＪ
(Ｄ／ＷＴ）

ノ、－－

ス数
取扱貨物

'五|際ふ頭さん橘(Ａ・Ｂパース）
〃 さん橘(Ｃパース）

〃岸壁(Ｆ・Ｇパース）

〃 さん橋(Ｈパース）

国際ケープルシソプさん橋

住金坤頭さん：橘

[１本通運本牧ふ頭岸壁

日産自動車本牧専用岸壁１．２号
〃 ３号

三井物産木牧ふ頭岸壁

三菱重工業本牧工場１号岸壁
ﾉｳＰ ３号岸壁
〃 ４号岸壁

〃 ６号岸壁
〃 ７号岸壁

横浜海上保安部さん橘

Ｆ
Ｏ

Ｐ
Ｏ
●

８
０
５
４
５

５
９
８
８
３

３
１
１

９８１

８
０
０
８
２
１

０１１

（
凶
Ｆ
Ｄ
〈
、
ｎ
Ｊ
０
（
Ｕ

ｎ
Ｕ
ｍ
ｏ
１
（
、
一
ｏ
【
７

９
】
ｎ
Ｊ
４
４
ｏ
】
ｏ
】

０２１

０１

５
，
５
５
５
－

【
Ｉ
【
ｒ
（
ｂ
（
ｂ
行
Ｊ
｛
、

１
Ｃ

ｌ
Ｏ

５

１
０
４
１
９
９
７
０
０
１

１
１

１
１
１
１

150,000

3,000

500Ｇ/Ｔ

2,000

4,00ＯＧ/Ｔ

3,000

3,000

1８，０００

3,000

35,000

'20,000

200,000

200,000

50,000

50,000

3,200ＧﾉＴ

１
１
３
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

塩・珪砂

〃

〃

塩・鉱石

海底敷設船

鋼'材

〃

自動車

〃

自動車・木材

艤装用
〃

〃

〃

〃

巡視船

計

3,602 2１

港区 けい船能力 パース数 浮標の表示 所定水深(、）

第１区

ソト銚
柿０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５
０
０
０
０

も
夕
■
夕
Ｃ
Ｃ
９
Ｆ
勺

１
２
７
２
５
１
１

２
１
２
１
７

Ｈ１、Ｈ２

Ｈ３

N０１２．１３

NbL11

NbL123.4.5.6.7.89.10

5.5～12.0

第２区

０
０

０
０

０
０

Ｇ
ケ
●

０
】
’
０

１
１

１
１

Nq20.21

N０２２．２３
9.7～１１．５

第３区

０
０
０
０
０
０
１
９

１
－
０１

３
４

Ｎ１．Ｎ2.Ｎ3.Ｎ４

N030.31.32.33.36.37.38
6.5～12.0

節５区 10,000 ２ ＫＭ１．ＫＭ2.ＫＭ３ 1０．０

計 246,000 ２４ 34基
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表：５上屋・倉庫（市営）

(昭和58年４月現在）

0.4〔

１
Ｊ

ｑ
０
Ｉ

D－６６Ｃ

DC

「1

L｣

表：６荷さばき地（市営）

(昭和58年４月現在）

。
⑭
（
』

＞

-3五 '且 名 簡所数 総而獄(㎡）

木牧ふ頭

１１１下ふ頭

大さん橘ふ頭

新港ふ頭

高烏ふ頭

出田町ふ

大黒ふ

金沢木材・ふ

ＨＩＨ

頭

頭

９
８

４
１

６
６
３

０１
７
２

（
５
４
一
７
（
ｂ
ｎ
ｏ
７
４
－
（
０

０
》
Ｑ
〉
Ｆ
Ｄ
ｑ
》
（
０
０
）
－
０
１

８
？
】
（
Ｕ
Ｑ
〉
１
ｑ
）
｜
、
（
Ｕ

ゾ
，
？
９
分
夕
？
＄

１
０
２
６
４
６
２
６

６
５

１
３
７
６

３
１

計

1０１ 710,969

ふ頭名 『ili類別 棟数 有効ｍｉド１１((㎡）

木牧ふ頭 上屋

コンテナ上屋

全天候はしけ｣二厘

1８

４

１

58,769

11,345

2１９４１

下ふ頭 上屋 1０ 50,406

大さんｉＷｉふ頭 上屋 ３ 2，１７８

新港ふ頭 ｣二厘 1１ 24,534

高島ふ頭 -ｋ星

ｆＴ庫

４

１

1０，６６０

1，２９４

内ふ頭 上屋 ２ 5,003

出国町ふ頭 上屋

バナナ上屋

青果上屋

１
２
１

〈
Ｕ
句
、
ｑ
Ｊ

〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｌ
Ｄ

Ｒ
】
Ｄ
Ｃ
【
５

ロ
テ
●
夕
■

１
８
３

大黒ふ頭 鉄鋼上屋 １ 4,570

計
_'二厘

f「庫

5８

１

184,871

1，２９４
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浮起重機(フローティングクレ表：７荷役機械 ン）

駒１時贋

１
Ｊ

肝
－
』

月横浜起重機船協会調べ）(昭和58年７

（昭和58年３月末現在

ほかに横浜市所有のもの

ハンマーヘッドクレーン

ガントリークレーン

レペル・ラツフィングクレーン

関東海運局調べ）

基
基
基

１
４
１

表：８船舶役務用施設（給水施設）

F１

ユ
【
〃

ｏ
②
心
。

｜計’ 1２

種類 基(台)数 時間(回)当り能力

大型荷役機械 ４４ 19,265t/ｈ

固定式・軌道
走行式クレーン

1８６ 12,395t/ｈ

移動式クレーン 137 14,741t/ｈ

フォークリフト 1,602 5,601t/回

シャベルローダー 9４ 197t/回

トランステナー 1０ 333t/回

ストラドルキャリア ４６ 1,322t/回

種類 所在の場所 数量 水圧
施設の給水能力
1時間の平均

給水栓

木牧ふ頭

山下ふ頭

大桟橋ふ頭

新港ふ頭

高島ふ頭

内ふ

瑞穂ふ

H貝

2日

山田町ふ頭

大黒ふ頭

金沢木材ふ頭

計

基７
４
１
７
８

８
５
２
４
１

２

８
３
９
７

２
１
６
６
０
５５ ■コアト

自動給水機

大桟橋ふ頭

山下ふ頭

大黒ふ頭

計

１
１
２
４

自航給水船 ３隻 200 1，

づと 通船 １隻

揚力（トン） 台数

５０トン以下 ３

51～100トン ４

101～150トン ２

150トン以上 ３



表：９港湾厚生施設
(1)船員関係

ひ
地
区
縞
⑮
一
付
議
ｌ
横
浜
港

(IIE和58年３月現在）

F1

Ｊ 0Ｆ

F美lFi､IEFL4
１７６

Ｍ１

(2)港湾労働者関係

(以上，批浜Tl『港湾局『繊浜港1111腫・1983』よりiiZiiliR）

○
ｍ
へ
『

Tl丁有 その他 計

宿泊施設

u畠宅施設

海員会館

船員住宅

数

延面馴

腿模

数

延而戯

規模

１

4,257m『

66室

２

2,992.73㎡

48室

ワ

19,13258㎡

OＦＩ

３

7,249.73㎡

114室
ｏ
】

２
ｍ銘
一
戸

，
０

２
７

３
２

１

Ｐ

９１

待合所簿
数

延面秋

２

2８１．９４
①
＝

、

１

1６５．２９
２

、

３

447.23㎡

外国船員関係厚生施設 枇

打
叙
一
画廷

３

2,26076㎡

３

2,260.76 、

病院・診癖所

数

病床数

延而獄

４

433床

19,346.54㎡

４

433床

19,346.54㎡

計 秋

数
面廷

３

4,538.94㎡

1２

43897.90㎡

１５

48,436.84 、

Tl丁有 UＩＬ有 辰１１］促進
事業団

厚生協会 計

総合

施設

数

延而菰

４

5,848.63㎡

３

6,718.73㎡

１

1,214.85㎡

８

13,782.25,,『

宿
泊
施
設

身

者

世

帯

者

数

延面秋

収容能力

数

延而秋

収容能力

３

1,596.72㎡

115人

1

1，３１３．２６

４０１１t帯

２
、

４

3,683.80㎡

98111:帯

１

906.28㎡

76人

1

2.276

561U:柵

｡,
￣

、

３

7,877.94nｆ

527人

2２

71,751.95㎡

1,47811ﾘ１$

７

10,389.94㎡

718人

2８

79,025.01
つ
■｡

lⅡ

1,62711:ｲｶﾞ

休
憩
所

独
立

上付

屋風

数

延而ｈ１ｌ

数

面積数

３

889.06
句
一

、

２

1０６．０８
⑤
▲

ｎ】

３

889.06㎡

，̄

106.0811『

病院

数

病床数

延而械 1４

１

300床

9．３９
つ
￣

111

１

300床

14,929.39㎡

計
1４

24,683.68㎡

４

3.683.80㎡

ひ

9,901.05㎡

2６

80,844.7㎡

4９

119,112.73
①
■ず

111


